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私
は
、
令
和
２
年
10
月
に
町
政

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、

３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
の
町
政
執
行
に
お
け
る
、
町
民

の
皆
様
、
議
会
議
員
の
皆
様
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
理
解
に
、
心
よ

り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
急
速
に
進
行
す
る
人
口

減
少
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口

構
造
の
変
化
、
気
候
変
動
に
よ
る

自
然
災
害
の
頻
発
化
へ
の
対
応
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

　

全
国
的
に
人
口
減
少
が
進
む
中
、

本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
子
育
て
支
援
策
の
推
進
に
よ

り
、
子
育
て
世
代
の
移
住
・
定
住

が
進
み
、
平
成
10
年
以
来
の
人
口

増
加
に
転
じ
る
な
ど
明
る
い
兆
し

が
見
え
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
い
て
、
「
第
６
期
総
合

計
画
・
後
期
基
本
計
画
」
「
第
２
期

ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
の
下
、
将
来
を
見
据
え
、

立
ち
止
ま
る
こ
と
な
く
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め

る
こ
と
が
私
の
責
務
と
考
え
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
次
に
掲
げ
る

６
つ
の
目
標
の
下
、
「
将
来
に
わ
た

り
子
ど
も
た
ち
と
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．�「
ま
ち
の
活
力
を
高
め
る
産
業

づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・�

農
業
振
興
と
担
い
手
対
策

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
、
米
の
需
給
緩
和
に
よ

る
米
価
の
低
迷
を
は
じ
め
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
情
勢
に
端
を
発
し
た
国
際

的
な
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
円
安

に
よ
る
食
料
価
格
上
昇
な
ど
か
ら
、

食
料
自
給
率
向
上
や
食
料
安
全
保

障
の
強
化
に
向
け
た
構
造
転
換
の

取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
の
本
町

農
業
は
、
比
較
的
好
天
に
恵
ま
れ
、

水
稲
を
は
じ
め
農
作
物
全
般
に
わ

た
り
平
年
を
上
回
る
作
柄
と
な
り
、

豊
穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

農
業
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

良
質
で
安
全
安
心
な
農
産
物
の
生

産
と
水
稲
を
中
心
と
し
た
輪
作
体

系
の
確
立
に
よ
り
、
持
続
可
能
な

農
業
を
目
指
し
、
関
係
機
関
と
連

携
し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
産
基
盤
の
強
化
に
つ
き
ま
し

て
は
、
農
産
物
の
安
定
生
産
と
品

質
向
上
を
図
る
た
め
、
「
経
営
体
育

成
基
盤
整
備
事
業
」
と
し
て
、
三

重
地
区
ほ
か
４
地
区
に
加
え
、
新

た
に
暁
第
３
地
区
の
事
業
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

担
い
手
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

令
和
５
年
度

令
和
５
年
度

町
政
執
行
方
針
・
予
算
概

町
政
執
行
方
針
・
予
算
概
要要

第
１
回
議
会
定
例
会
で
令
和
５
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述
べ

第
１
回
議
会
定
例
会
で
令
和
５
年
度
の
町
政
執
行
方
針
と
教
育
行
政
執
行
方
針
が
述
べ

ら
れ
、
新
年
度
の
南
幌
町
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と
主
要
事
業
の

ら
れ
、
新
年
度
の
南
幌
町
の
基
本
施
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
要
旨
と
主
要
事
業
の

予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

予
算
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

南
幌
町
長

南
幌
町
長

大
崎　

貞
二

大
崎　

貞
二
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有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
被
害

対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
猟
友
会
並
び
に
南
空
知
広
域

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協
議
会

な
ど
と
連
携
し
、
広
域
で
の
捕
獲

対
策
を
強
化
し
、
被
害
の
防
止
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

多
面
的
な
機
能
を
持
つ
防
風
林
の

保
全
に
つ
き
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
、
計
画
的
な
倒
木
処
理
と
補
植

な
ど
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

・�

農
業
・
商
業
な
ど
地
場
産
業
の
連

携
に
よ
る
地
域
の
活
性
化

　

札
幌
圏
や
新
千
歳
空
港
に
隣
接

す
る
地
域
特
性
を
活
か
し
、
基
幹
産

業
で
あ
る
農
業
と
商
工
業
、
観
光

等
の
連
携
を
図
り
、
町
内
で
製
造
・

生
産
し
て
い
る
製
品
等
を
町
内
外

へ
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
業
事
業
者
へ
の
経
営
支
援

に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
中
小
企
業
総

合
振
興
資
金
利
子
補
給
事
業
」
に

よ
り
、
中
小
企
業
者
の
負
担
軽
減

を
図
り
、
経
営
安
定
化
に
向
け
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

商
店
街
活
性
化
の
取
組
と
し
て
、

家
賃
補
助
の
ほ
か
、
創
業
に
必
要

な
経
費
な
ど
の
助
成
を
行
う
「
空

き
店
舗
活
用
支
援
事
業
」
を
実
施

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

商
工
会
運
営
支
援
に
つ
き
ま
し

て
は
、
商
工
事
業
者
に
対
す
る
経

営
改
善
普
及
事
業
及
び
地
域
活
性

化
を
目
的
と
し
た
地
域
振
興
事
業

を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

農
産
物
の
地
産
地
消
と
特
産
品
の

販
売
促
進

　

農
産
物
の
地
産
地
消
に
つ
き
ま

し
て
は
、
減
農
薬
で
栽
培
さ
れ
た

南
幌
産
米
を
「
子
育
て
支
援
米
」

と
し
て
中
学
生
ま
で
を
対
象
に
支

給
す
る
ほ
か
、
農
産
物
の
収
穫
体

験
や
食
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
、
消

費
者
と
の
交
流
事
業
な
ど
を
展
開

し
、
農
産
物
の
消
費
拡
大
を
図
る

と
と
も
に
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
が
、
健
康

で
心
豊
か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
食
育
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

特
産
品
の
販
売
促
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
町
内
外
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
積
極
的
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、

生
産
者
や
企
業
と
連
携
し
な
が
ら
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
に
よ
る
情
報
発
信
や
Ｐ
Ｒ
活
動

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 

２
．�「
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
す
元
気

づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・�

交
流
人
口
・
移
住
定
住
人
口
の
増

加
と
地
域
の
活
性
化

　　

本
町
は
、
昨
年
７
月
に
24
年
ぶ

り
に
人
口
増
加
に
転
じ
ま
し
た
。
こ

の
流
れ
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、

子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
交
流

人
口
の
拡
大
を
図
り
、
移
住
定
住
に

つ
な
げ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

本
年
５
月
に
子
ど
も
室
内
遊
戯

施
設「
は
れ
っ
ぱ
」が
開
業
し
ま
す
。　
　

　

子
育
て
世
代
を
中
心
と
し
た
町

内
外
の
多
く
の
方
々
に
お
越
し
い

た
だ
け
る
よ
う
、
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
や
Ｐ
Ｒ
活
動
の
展
開
と
、
大
型

す
べ
り
台
を
整
備
し
た
中
央
公
園

の
活
用
に
よ
り
交
流
人
口
の
拡
大

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
幌
町
の
暮
ら
し
を
多
く
の

方
々
に
体
験
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

本
年
度
、
２
棟
目
の
移
住
体
験
住

宅
を
整
備
し
、
「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
員
」
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
と
合
わ
せ
て

移
住
促
進
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

「
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助

農
業
経
営
者
の
高
齢
化
、
労
働
力

不
足
が
進
む
中
、
生
産
性
の
向
上

と
労
働
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

「
担
い
手
育
成
対
策
奨
励
事
業
」
の

実
施
や
若
手
農
業
者
に
よ
る
研
修

や
サ
ー
ク
ル
活
動
へ
の
支
援
な
ど
、

後
継
者
の
確
保
と
担
い
手
の
育
成

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

農業振興と担い手対策　　　　　　　　　　　　　　　　

拡 充 担い手育成対策事業 　　　　　　　　　　 5,251 千円

　次代の農業を担う新規就農者を確保し農業後継者の育成を図るた

め、研修生受入体制の確立、新規就農者支援住宅の管理、親元就農

者支援策、支度金の支給等を総合的に支援。

●担い手育成対策奨励金　　　　　　●ふるさと就農促進給付金

●農業次世代人材投資事業補助金　　●新規就農支援研修等補助金

交流人口・移住定住人口の増加と地域の活性化　　　　　　　

新 規 子ども室内遊戯施設管理事業　　　　　    21,000 千円

　詳細 16 ～ 19P

新 規 賑わい創出広場整備事業　　　　　　    　91,310 千円

　子ども室内遊戯施設の開業に合わせて、施設内だけではなく屋外

においても「憩いの場」や「賑わいの場」を創出するため、花壇や

芝生広場、植栽の他、キッチンカースペースなどを整備。

継 続 子育て世代住宅建築費助成事業　　　　    61,750 千円

　詳細 30 ～ 31P

継 続 移住促進事業　　　　　　　　　　　    　38,921 千円

　本町への移住を促進するため、北海道及び北海道移住交流促進協

議会が主催する各種イベントに参加し、道内外に町の魅力をＰＲす

る活動。また、令和４年度に整備した移住体験住宅を活用し、移住

を検討している方に対し本町での生活体験や住環境等の良さを感じ

てもらうとともに、令和５年度においても移住体験住宅を１棟整備

し移住促進に取り組む。

●移住イベントへの出展　　●新たな移住体験住宅の整備　　

●移住体験住宅を活用した移住促進

2２０２３．４ NANPORO3 ２０２３．４NANPORO

2-15ｐ.indd   32-15ｐ.indd   3 2023/03/24   16:30:332023/03/24   16:30:33



成
事
業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
７
年
間
で
、
175
戸
、
411

名
の
転
入
に
つ
な
が
り
、
「
南
幌

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
み
ど
り
野
」
の
販

売
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き
、
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
「
み
ど
り
野
き
た
住
ま

い
る
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
」
に
加
え
、
北

海
道
が
進
め
る
「
北
方
型
住
宅
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
モ
デ
ル
事
業
」
の
実

施
に
向
け
、
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

企
業
誘
致
の
推
進
に
よ
る
地
域
振
興

　　

企
業
誘
致
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
内
の
工
業
団
地
が
ほ
ぼ
完
売
の

状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
16
線

西
10
番
地
の
町
有
地
並
び
に
北
海

道
住
宅
供
給
公
社
所
有
地
に
準
工

業
用
地
を
整
備
す
る
た
め
、
本
年

度
、
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

工
業
団
地
に
お
け
る
未
操
業
企
業

が
所
有
す
る
用
地
の
斡
旋
を
行
う

と
と
も
に
、
進
出
し
た
企
業
に
対

し
、
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
や

立
地
奨
励
金
の
交
付
を
行
い
、
企

業
活
動
の
促
進
と
活
性
化
に
向
け

た
支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

に
ぎ
わ
い
の
場
づ
く
り
と
イ
ベ
ン

ト
活
動
へ
の
支
援

　

地
域
の
交
流
の
場
と
な
る
各
種

イ
ベ
ン
ト
に
つ
き
ま
し
て
は
、
適

切
な
感
染
症
対
策
に
よ
り
、
多
く

の
方
々
が
安
心
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
支
援
を
行
い
、
に
ぎ
わ
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、

観
光
協
会
が
実
施
す
る
事
業
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、「
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
」
に
よ
る
特
産
品
の

開
発
や
町
内
４
カ
所
に
配
置
し
た

デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
活
用
し
、　

観
光
施
設
や
飲
食
店
な
ど
の
情
報

発
信
を
行
い
、
町
内
の
周
遊
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

南
幌
温
泉
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
町
内
外
の
多
く

の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ

う
指
定
管
理
者
と
連
携
し
、
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
減
少
し
た
温
泉
入
込

客
の
回
復
に
努
め
る
と
と
も
に
、

本
年
度
も
指
定
管
理
者
の
ご
協
力

の
も
と
「
町
民
無
料
入
浴
券
配
布

事
業
」
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
温
泉
施
設
に
つ
い
て
は
、

建
築
か
ら
相
当
の
年
数
が
経
過
し
、

全
体
的
に
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
大
規
模
改
修
を
実
施

し
、
利
用
者
満
足
度
の
向
上
と
施

設
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

知
名
度
向
上
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
育
て
る
喜
び
、
育
む
幸

せ
。
南
幌
町
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー

ズ
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ

ウ
ン
ト
「
南
幌
巡
り
」
、
「
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
」
が
共
同
で
開
設

し
た
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
な
ど
を
通

じ
、
本
町
の
魅
力
や
移
住
・
観
光

情
報
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
本
年
、「
北
海
道
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
Ｆ
ビ
レ
ッ
ジ
」
の
開
業
に
あ
た

り
、
北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー

ズ
に
よ
る
「
応
援
大
使
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
交
流
事
業

な
ど
を
通
し
て
、
本
町
の
Ｐ
Ｒ
や

交
流
機
会
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

３
．�「
子
ど
も
た
ち
が
い
き
い
き
輝

く
人
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て
ら

れ
る
子
育
て
支
援

　

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
育
む
た
め
に
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
、
子
育
て
世

代
に
寄
り
添
っ
た
支
援
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
た
な
「
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
」
で
は
、
「
子
育
て
支
援
ア
プ

リ
」
を
活
用
し
た
相
談
支
援
と
経

済
的
支
援
を
一
体
的
に
行
い
、
安

心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
出
来
る

よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
の
転
入
に
伴
い
、

町
内
の
保
育
園
及
び
認
定
こ
ど
も

園
へ
の
入
所
希
望
が
増
加
し
て
お

り
、
保
育
士
確
保
の
た
め
「
保
育

士
等
就
労
支
援
事
業
」
を
継
続
す

企業誘致の推進による地域振興　　　　　　　　　　　　　　　

新 規 準工業用地等整備事業　　　　　　　　　51,810 千円

　南 16線西 10番地の町有地並びに北海道住宅供給公社所有地に準

工業用地等を整備するため、実施設計を行います。

にぎわいの場づくりとイベント活動への支援　　　　　　　　　　　　　　　

継 続 観光周遊策推進事業  　　　　　　　　　19,678 千円

　観光施設や公共施設等への誘導及び周遊促進を図るため、観光周

遊策整備計画に基づき、市街地の公共施設誘導看板やウェルカムサ

インを整備。

子どもを安心して産み育てられる子育て支援

拡 充 母子保健事業  　　　　　　　　　　　　 14,050 千円
　子育て支援アプリを活用し、妊娠期から出産・子育て期まで一

貫して身近なところで相談に応じ、様々なニーズに即した支援に

つなぐ伴走型相談支援や全ての妊婦・子育て世帯が安心して出産・

子育てができるよう支援体制の充実を図る。

継 続 保育士等就労支援事業 　　　　　 　　　　1,400 千円

　保育定員の確保、待機児童・潜在的待機児童の解消、円滑な保

育運営に必要な保育士等を確保するため、新たな保育士等を雇用

した運営事業者に対して就労支援金の補助を行う

●就労祝金（採用・新規就労時）：５万円

●保育士手当（１～３年目月額）：町内在住者２万円

　　　　　　　　　　　　　　　 町外在住者１万円

●勤続祝金（勤続後３年を経過した４年目）：10 万円

新 規 学校給食物価高騰対策事業　　　　　　 　　955 千円

　児童生徒の情報処理能力・資質の育成を図るため、日常的にＩ

ＣＴを活用できる学習環境を整備

●小中学校向け学習クラウド「スマイルネクスト」

●教務支援、学習ツール、情報教育教材、管理・運用機能等
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ま
す
。
様
々
な
社
会
情
勢
の
変
化
に

よ
り
小
麦
や
油
を
中
心
と
し
た
食
材

が
急
騰
し
て
い
ま
す
。
現
在
の
献
立

内
容
を
維
持
し
、
安
全
安
心
な
給
食

を
提
供
す
る
た
め
、
給
食
費
の
引
き

上
げ
に
よ
ら
ず
、
食
材
費
高
騰
分
を

町
が
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担
軽
減

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
保

護
者
や
地
域
の
方
を
対
象
と
し
た

「
給
食
試
食
会
」
を
開
催
し
、
学
校

給
食
へ
の
理
解
と
本
町
の
基
幹
作
物

や
地
域
の
食
文
化
へ
の
理
解
を
深
め

る
食
育
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
な
ど
へ
の
通
学
に
対

す
る
「
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助

事
業
」
に
つ
い
て
は
、
学
校
毎
の

定
額
補
助
に
よ
り
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
せ
わ
ず
き
・

せ
わ
や
き
隊
」
隊
員
皆
様
の
協
力
に

よ
る
、
児
童
・
生
徒
に
対
す
る
見
守

り
・
声
か
け
活
動
が
円
滑
に
行
え
る

よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

・
子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
充
実

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
変

化
す
る
社
会
の
中
で
主
体
的
に
生

き
抜
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
確

か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、
健
や
か
な

体
」
を
育
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

「
南
幌
町
教
育
大
綱
」
に
掲
げ
る

基
本
目
標
「
地
域
に
根
差
し
た
教

育
と
文
化
の
高
い
ま
ち
」
を
目
指

し
、
教
育
の
一
層
の
振
興
と
充
実

に
向
け
て
、
教
育
環
境
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
児
童

生
徒
一
人
１
台
の
情
報
端
末
や
学

習
支
援
ア
プ
リ
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

効
果
的
に
活
用
し
た
教
育
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
に
開
設
し
た
「
公

設
学
習
塾
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

子
ど
も
た
ち
が
確
か
な
学
力
を
身

に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で

の
実
績
や
課
題
を
踏
ま
え
、
基
礎

学
力
の
向
上
と
学
習
習
慣
の
定
着

が
よ
り
一
層
図
ら
れ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

南
幌
小
学
校
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
町
立
小
学
校
適
正
規
模
・
適
正
配

置
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
１
学

年
２
学
級
を
維
持
す
る
た
め
、
町

独
自
の
教
員
を
配
置
す
る
と
と
も

に
、
特
別
支
援
学
級
に
生
活
介
助

職
員
を
配
置
し
、
き
め
細
か
な
学

習
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材

を
育
成
す
る
た
め
、
大
学
と
の
連

携
に
よ
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ

ン
プ
」
な
ど
、
国
際
理
解
を
深
め

る
機
会
の
拡
大
と
、
英
語
力
の
向

上
を
目
指
す
た
め
の
英
語
検
定
受

験
料
を
助
成
す
る
ほ
か
、
海
外
短

期
留
学
に
よ
る
生
き
た
英
語
力
を

身
に
つ
け
る
「
中
学
生
国
際
留
学

プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

中
学
校
体
育
館
に
つ
き
ま
し
て

は
、
屋
根
防
水
及
び
外
壁
な
ど
の

改
修
工
事
を
行
い
、
安
全
・
安
心

な
教
育
環
境
を
整
備
し
て
ま
い
り

ま
す
。

・�

教
育
・
文
化
を
通
し
た
世
代
間
交

流
と
人
材
育
成

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
生
き
が

い
を
も
っ
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
環
境
を
創
り
出
す
た
め
に
は
、

町
民
自
ら
が
地
域
と
の
関
り
を
持

つ
こ
と
や
相
互
の
触
れ
合
い
の
機

会
を
広
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
特
に
、
子
ど
も
た
ち
が
豊
か

な
人
間
性
や
判
断
力
、
基
本
的
生

活
習
慣
な
ど
を
身
に
つ
け
る
た
め

に
は
、
家
庭
や
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
社
会
の
教
育
資
源
を
活

用
し
、
豊
富
な
知
恵
と
技
術
を
持

つ
親
世
代
や
高
齢
者
世
代
と
の
交

流
が
大
切
で
す
。

　

「
南
幌
町
生
涯
学
習
基
本
構
想
」

の
南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社
会
の

る
と
と
も
に
、
町
内
事
業
者
と
連

携
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
の

無
料
化
を
継
続
し
、
子
ど
も
の
健
康

増
進
と
子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、
安

全
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

給
食
を
提
供
し
、
食
の
大
切
さ
へ
の

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
米
な
ど

の
主
食
分
を
町
が
負
担
し
て
ま
い
り

子どもたちの教育環境の充実 　　　　　　　　　　　　　　　

継 続 中学生国際留学プログラム事業　　　　　　6,879 千円

　国際社会で活躍できる人材を育成するために、外国の現地学校で

短期留学及びホームステイにおける生活体験を通して、生きた英語

力を身につけるための海外派遣を実施。

●派遣先：オーストラリア　ケアンズ

●対　象：�基礎的な英会話能力を有し、かつ、国際社会に対して興

味をもっている町内に居住する中学生（派遣者は選考審

査を査を経て決定）

　　　　　中学生（派遣者は選考審査を経て決定）

●期　間：10 日間（７月下旬予定）

継 続 中学校改修事業　　　　　　　　　　　　 208,364 千円

　教育施設及び災害発生時の避難所として南幌中学校体育館を長期

的に維持・活用していくため、南幌町教育施設長寿命化計画に基づき、

中学校改修事業を実施。

●窓改修、屋根防水改修、外壁改修、内壁塗装、暖房更新、手洗場

混合栓改修 等

●工事監理業務

継 続 スポーツセンター改修事業　　 　　　　  206,054 千円

　教育施設及び災害発生時の避難所としてスポーツセンターを長期

的に維持・活用していくため、南幌町教育施設長寿命化計画に基づき、

スポーツセンター改修事業を実施。

●屋上防水改修、館内照明器具ＬＥＤ化 等　　●工事監理業務
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実
現
に
向
け
た
視
点
に
基
づ
き
、

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
広
げ
、
地

域
み
ん
な
で
子
ど
も
た
ち
を
支
え

る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、

教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
様
々

な
活
動
を
通
じ
て
、
世
代
間
交
流

が
図
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
連
携
し
、
多
く
の
体
験
や
経
験
、

異
年
齢
交
流
に
よ
り
、
将
来
の
地

域
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
青
少
年
の
育

成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
将
来

へ
の
夢
や
希
望
を
応
援
す
る
た
め
、

教
育
や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
分
野
な

ど
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
よ
る
「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
講
演
会
」
の

開
催
な
ど
、
子
ど
も
の
未
来
を
応

援
す
る
取
組
を
実
施
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

町
民
の
体
力
づ
く
り
の
拠
点
と

な
る
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
利
用
環
境
の
向
上
を

図
る
た
め
、
屋
上
防
水
工
事
及
び

館
内
照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど

の
改
修
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・
姉
妹
町
交
流
の
推
進

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
交
流
に

つ
き
ま
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

交
流
事
業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
感
染
症
の
収
束
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
、
民
間
交
流
の
実
施
や

物
産
交
流
の
充
実
な
ど
を
含
め
協

議
を
行
い
、
両
町
の
絆
が
一
層
深

ま
る
よ
う
友
好
親
善
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

４
．�「
す
こ
や
か
な
毎
日
を
支
え
る

健
康
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・�
誰
も
が
す
こ
や
か
に
暮
ら
せ
る
健

康
づ
く
り

　

健
康
づ
く
り
に
つ
き
ま
し
て
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
や
健
康
格
差
の

縮
小
を
目
的
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
、
健
や
か
で
心
豊
か
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
定
期
的
な
健
診
の
受

診
や
生
活
習
慣
の
改
善
が
図
ら
れ

る
よ
う
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

に
つ
き
ま
し
て
は
、
健
康
ポ
イ
ン

ト
事
業
や
効
果
的
な
個
別
受
診
勧

奨
の
取
組
を
行
い
、
受
診
率
の
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
健
診
デ
ー

タ
に
基
づ
い
た
保
健
指
導
に
よ
る

生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

各
種
が
ん
検
診
に
つ
き
ま
し
て

は
、
乳
が
ん
と
子
宮
頸
が
ん
検
診

料
の
無
償
化
を
継
続
す
る
と
と
も

に
、
特
定
健
康
診
査
と
の
同
時
検

診
や
医
療
機
関
で
の
個
別
検
診
の

ほ
か
、
未
受
診
者
へ
の
個
別
勧
奨

に
よ
り
受
診
率
の
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

幼
児
の
歯
科
保
健
に
つ
き
ま
し

て
は
、
定
期
的
な
歯
科
検
診
と
フ
ッ

素
塗
布
の
無
償
化
を
継
続
し
、
う
歯

予
防
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

・�

障
が
い
者
・
障
が
い
児
支
援
の
充

実
と
地
域
福
祉
の
向
上

　

障
が
い
者
・
障
が
い
児
福
祉
に

つ
き
ま
し
て
は
、
「
支
え
あ
い
、
と

も
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
、
障
が
い
の
あ
る
方
が
地

域
に
お
い
て
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と

連
携
し
相
談
支
援
や
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
適
切
な
提
供
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
障
が
い
に
対
す

る
理
解
促
進
と
啓
発
の
た
め
、
障

が
い
の
あ
る
方
の
作
品
展
な
ど
、

自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
と
と

も
に
、
日
々
の
生
活
か
ら
支
え
、

助
け
合
う
地
域
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　

地
域
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

生
活
困
窮
家
庭
や
ひ
と
り
親
家
庭
、

障
が
い
の
あ
る
方
の
家
庭
や
高
齢

者
世
帯
な
ど
を
地
域
で
支
え
、
誰

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
見
守

り
活
動
や
保
護
司
活
動
、
人
権
擁

護
委
員
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
関
係

機
関
と
連
携
し
、
地
域
福
祉
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

高
齢
者
が
元
気
で
暮
ら
せ
る
生
き

が
い
づ
く
り

　

高
齢
者
福
祉
に
つ
き
ま
し
て
は
、

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者

の
み
の
世
帯
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
い
つ
ま
で
も
健
康
で
自
分
ら
し

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
と
し
た
総
合
相
談
窓
口
を
開

設
す
る
と
と
も
に
、
社
会
福
祉
協

議
会
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
と
連

携
の
下
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
医

療
と
介
護
の
両
方
を
必
要
と
す
る

高
齢
者
の
増
加
に
対
応
す
る
た
め
、

地
域
ケ
ア
会
議
に
よ
る
医
療
・
介

護
の
連
携
強
化
を
図
り
、
在
宅
ケ

ア
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

介
護
予
防
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
よ
り
効
果
的
な
自
立
支
援
と

教育・文化を通した世代間交流と人材派遣

継 続 青少年健全育成事業　　　　       　　　 5,853 千円

　家庭・地域・学校との連携を図り、多様な学習活動や体験活動

などを実施し、安全・安心な子どもの居場所づくりに取り組む。

　関係団体と連携し、子どもたちの健全育成に関する意識啓発を

図り、地域の教育力向上に努める。

●放課後子ども教室　●青少年健全育成を考える集い　　

●子ども会育成連絡協議会支援事業　

●チャレンジキャンプ（生活体験・防災教育・イングリッシュキャンプ）

●プロフェッショナル講演会　　●子ども文化・スポーツ全道大

会等補助金　　●青少年異世代交流（新規）

高齢者が元気で暮らせる生きがいづくり

継 続 高齢者在宅支援事業　　　　       　　　 5,244 千円

　高齢者等の日常生活上の不安解消と冬期間の除雪に係る精神的

負担の軽減を図り、安全・安心な在宅生活が送れるよう支援。

●緊急通報装置設置事業　　●除雪サービス事業　　

●屋根雪下ろし助成事業
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生
活
機
能
の
改
善
を
目
的
と
し
た
、

専
門
職
に
よ
る
「
地
域
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
」
に

よ
り
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
は
じ
め
と

し
た
地
域
活
動
の
活
性
化
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

認
知
症
高
齢
者
へ
の
支
援
に
つ

き
ま
し
て
は
、
認
知
症
初
期
集
中

支
援
チ
ー
ム
に
よ
る
早
期
発
見
と

医
療
連
携
に
よ
り
、
適
切
な
支
援

に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
介
護
者
の

精
神
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

介
護
者
が
気
軽
に
集
え
る
機
会
の

充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

人
生
百
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢

者
が
健
康
で
生
き
が
い
を
も
っ
て

暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
し
、
自
主

的
・
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
の
で
き

る
高
齢
者
教
育
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

・�

地
域
医
療
を
担
う
町
立
病
院

　

町
立
病
院
に
つ
き
ま
し
て
は
、

地
域
医
療
連
携
室
を
中
心
と
し
た
、

近
隣
病
院
と
の
連
携
に
よ
る
患
者

の
確
保
な
ど
、
収
益
性
の
高
い
、

よ
り
安
定
し
た
病
院
経
営
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　

本
年
３
月
に
策
定
し
た
「
町
立

病
院
経
営
強
化
プ
ラ
ン
」
の
推
進

に
よ
り
、
持
続
可
能
な
病
院
体
制

を
確
立
し
、
町
民
が
安
心
し
て
医

療
を
受
け
、
い
つ
ま
で
も
元
気
で

暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
「
身
近

な
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
、
信

頼
さ
れ
る
病
院
づ
く
り
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
将
来
的
な

先
進
的
消
化
器
治
療
に
つ
い
て
の

連
携
に
向
け
、
「
江
別
・
南
空
知
先

端
医
療
推
進
協
議
会
」
に
お
い
て

協
議
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

５
．�「
誰
も
が
安
全
に
暮
ら
せ
る
安

心
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・
安
全
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
対
策

　

治
水
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
千
歳
川
河
川
整
備
計
画
」
に
基
づ

く
河
川
整
備
の
早
期
完
成
に
向
け
、

関
係
自
治
体
と
連
携
し
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

今
後
の
災
害
に
備
え
、
「
災
害
備

蓄
品
整
備
計
画
」
に
基
づ
き
避
難

所
資
機
材
や
備
蓄
品
の
充
実
を
進

め
る
と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け

る
地
域
で
の
安
否
確
認
活
動
な
ど

の
重
要
性
を
、
行
政
区
・
町
内
会

を
は
じ
め
、
住
民
を
対
象
と
し
た

防
災
訓
練
等
の
実
施
に
よ
り
理
解

し
て
い
た
だ
き
、
自
助
・
共
助
・

公
助
な
ど
の
防
災
意
識
の
向
上
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
大

雨
時
に
お
け
る
洪
水
被
害
を
防
ぐ

た
め
、
普
通
河
川
及
び
幹
線
排
水

路
の
排
水
能
力
の
確
保
と
内
水
排

除
施
設
の
機
能
維
持
を
計
画
的
に

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

消
防
団
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
日

頃
よ
り
住
民
の
生
命
、
財
産
を
守

り
抜
く
と
い
う
強
い
責
任
感
の
下

に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
対

し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

本
年
度
は
耐
震
性
貯
水
槽
の
更

新
に
向
け
、
実
施
設
計
を
行
う
と

と
も
に
、
老
朽
化
し
た
消
火
栓
の

改
修
を
行
い
、
消
防
力
機
能
の
維

持
確
保
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
救
急
体
制
に
つ
き
ま
し
て

は
、
さ
ら
な
る
救
命
率
の
向
上
を

目
指
し
、
救
急
救
命
士
の
増
員
や

教
育
研
修
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
町
民
を
対
象
と
し
た
応
急
処

置
の
普
及
啓
発
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

地域医療を担う町立病院　　　　　　　　　　　　　　　

継 続 医療機器購入事業　　　　　　　　　　　　8,246 千円

　入院・外来診療に使用する医療機器等の更新及び購入。

●財務会計システム　　●医薬品在庫管理システム　　

●電動リモートコントロールベッド

安全安心に暮らせる災害対策

継 続 防災対策事業　　　　　　　　　　　  　  3,921 千円

　あらゆる自然災害を想定し、防災機能の強化と地域防災力の向上を

図る。

●防災備蓄品整備（食料品・寝袋・パーテーション・大型ストーブ・

発電機等）　

●町民を対象とした防災教育の推進（出前講座・防災学習会等）

生活環境対策

継 続 公園長寿命化改修事業　　　　　　 　　 72,125 千円

　町内 27 公園の長寿命化計画に基づき整備

●憩児童公園施設改修工事　　●中央公園電気設備改修工事　　●中

央公園トイレ改修工

拡 充 住宅リフォーム助成事業　　　　　　 　  8,000 千円

　住宅リフォーム工事に要する費用の一部を助成。

●限度額：１件あたり 30 万円

●建築資材等の高騰の影響を踏まえ事業予算規模を拡充

消防団活動消防団活動
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・
生
活
環
境
対
策

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
き
ま
し

て
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制

を
取
り
進
め
て
お
り
、
国
及
び
北
海

道
の
取
組
を
踏
ま
え
、
２
０
５
０
年

ま
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
実
質

ゼ
ロ
を
目
指
し
た
「
南
幌
町
地
球
温

暖
化
対
策
実
行
計
画
」
に
よ
り
、「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
」
の
実
現
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
み
処
理
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
南
空
知
公
衆
衛
生
組
合
と
連

携
を
図
り
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ

サ
イ
ク
ル
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

定
期
的
な
巡
回
と
啓
発
看
板
の
設

置
な
ど
を
行
い
、
衛
生
的
な
生
活

環
境
の
維
持
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

道
央
廃
棄
物
処
理
組
合
に
つ
い

て
は
、
令
和
６
年
４
月
の
焼
却
処

理
施
設
稼
働
に
向
け
て
、
施
設
建

築
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、
管

理
運
営
事
業
者
を
選
定
す
る
予
定

で
す
。

　

水
環
境
の
保
全
に
つ
き
ま
し
て

は
、
公
共
下
水
道
事
業
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
に
お
け
る
将
来
的
な
経

営
基
盤
の
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
の
公
営

企
業
会
計
へ
の
移
行
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
農

村
地
域
に
お
け
る
水
質
保
全
と
生
活

環
境
の
改
善
を
目
的
と
し
、
合
併
処

理
浄
化
槽
の
設
置
助
成
を
継
続
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

長
幌
上
水
道
企
業
団
に
つ
い
て

は
、
第
２
浄
水
場
配
水
ポ
ン
プ
施

設
の
建
設
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定

で
す
。

　

公
営
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
団
地
別
・

住
棟
別
に
修
繕
を
進
め
て
お
り
、

本
年
度
は
、
夕
張
太
団
地
改
修
工

事
の
実
施
設
計
及
び
栄
町
団
地
に

屋
外
灯
油
タ
ン
ク
を
整
備
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
建
築
資
材
等

の
高
騰
の
影
響
を
踏
ま
え
、
事
業

予
算
規
模
を
拡
充
し
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て
は
、
今
後

に
お
け
る
空
き
家
等
の
増
加
を
抑
制

す
る
た
め
、
「
空
き
家
等
解
体
助
成

事
業
」、「
中
古
住
宅
購
入
助
成
事
業
」

を
実
施
し
、
良
好
な
住
環
境
の
保
全

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
園
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
央

公
園
ト
イ
レ
改
築
な
ど
、
「
公
園
施

設
長
寿
命
化
計
画
」
に
基
づ
き
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

緑
化
活
動
に
つ
い
て
は
、
都
市

公
園
や
緑
地
帯
な
ど
の
保
全
と
地

域
の
自
主
的
な
緑
化
活
動
に
対
す

る
花
苗
の
支
給
な
ど
の
支
援
を
行

い
、
緑
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
夕
張
川
河
川
敷
の

一
部
が
湿
生
植
物
の
生
育
地
と
し

て
、
か
つ
て
の
幌
向
原
野
の
名
残

を
と
ど
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
原

風
景
で
あ
る
湿
地
性
植
物
か
ら
な

る
湿
原
の
再
生
に
向
け
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

・
地
域
の
交
通
対
策

　

地
域
公
共
交
通
対
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、
地
域
内
の
生
活
圏
交
通

と
し
て
運
行
し
て
い
る
オ
ン
デ
マ

ン
ド
交
通
「
あ
い
る
ー
と
」
は
、

運
行
開
始
よ
り
多
く
の
町
民
の
利

用
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
後

も
地
域
住
民
の
最
も
身
近
な
足
と

し
て
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
な
が

ら
運
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
の
将
来
を
見
据
え
た
持
続
可

能
な
公
共
交
通
を
構
築
す
る
た
め
、

「
南
幌
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

道
央
圏
連
絡
道
路
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
中
樹
林
道
路
」
は
、
令
和

６
年
度
の
供
用
開
始
に
向
け
て
、

引
き
続
き
、
改
良
工
事
な
ど
が
進

め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
「
長

沼
南
幌
道
路
」
の
本
町
区
間
に
つ

き
ま
し
て
は
、
用
地
買
収
、
物
件

補
償
な
ど
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

整
備
が
一
層
推
進
さ
れ
る
よ
う
、

関
係
自
治
体
か
ら
な
る
期
成
会
に

お
い
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
般
国
道
337
号
の
南
15
線
か
ら

長
沼
町
と
の
町
界
に
架
設
さ
れ
て

い
る
堺
橋
の
間
に
つ
い
て
は
、
交

通
安
全
対
策
区
間
と
し
て
昨
年
度

よ
り
事
業
着
手
さ
れ
、
引
き
続
き
、

路
肩
拡
幅
な
ど
の
工
事
が
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
町
道
に
つ

き
ま
し
て
は
、
道
路
舗
装
及
び
橋

梁
の
計
画
的
な
維
持
補
修
に
加
え
、

町
道
街
路
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
実
施

地域の交通対策　　　　　　　　　　　　　　　

継 続 生活路線等交通対策事業　　　　　　　　 24,635 千円

　交通空白地域の解消と交通弱者の移動手段を確保するため、Ａ

Ｉ配車システムを搭載したオンデマンド交通の運行を行う。

継 続 交通安全と生活安全対策

交通安全対策推進事業　　　　　　　　　　  　  6,032 千円

　交通安全運動推進協議会を中心に関係機関等と連携を図り、各

期における交通安全運動などを展開し交通事故の抑止に努める

　高齢者の運転による交通事故防止及び外出支援を目的とした「高

齢者運転免許証自主返納支援事業」については、ハイヤー利用料

金の助成及びオンデマンド交通との連携を引き続き行う。

継 続 行政改革の推進による財政基盤の強化

ふるさと応援寄附事業　　　　　　　　　　 　  86,386 千円

　ふるさと納税制度を活用して全国各地の方から寄附金を募り、

寄附者に対して本町の地場産品を贈呈することで知名度向上や地

場産品ＰＲ、販売促進につなげる。

●地場産品の掘り起こしによる新たな返礼品の追加　

オンデマンド交通「あいるーと」オンデマンド交通「あいるーと」
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６
．�「
持
続
可
能
な
行
政
運
営
に
よ

る
信
頼
づ
く
り
」 

に
つ
い
て

・�

協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
と
広
域

連
携
の
推
進

　

「
第
６
期
総
合
計
画
」
に
定
め

る
「
誰
も
が
笑
顔
で
活
躍
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
基
本
理
念
の
も

と
、
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る
、

魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
、
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
や
行
政
区
・

町
内
会
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
町
民
と
職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
「
地
域

担
当
職
員
制
度
」
や
「
職
員
出
前

講
座
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

広
域
連
携
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
さ
っ
ぽ
ろ
連
携
中
枢
都
市
圏
」
に

お
け
る
連
携
事
業
の
推
進
を
は
じ

め
、
岩
見
沢
市
を
中
心
と
し
た
南

空
知
圏
域
に
お
け
る
定
住
自
立
圏

形
成
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
ほ

か
、
「
南
空
知
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏

組
合
」
、
「
北
海
道
空
知
地
域
創
生

協
議
会
」
な
ど
と
連
携
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

・�

行
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
財
政
基

盤
の
強
化

　

町
の
財
政
基
盤
に
お
い
て
、
自

主
財
源
で
あ
る
町
税
は
根
幹
で
あ

り
、
引
き
続
き
、
適
正
な
課
税
と
、

滞
納
者
に
対
す
る
財
産
調
査
や
差

押
え
に
よ
る
滞
納
処
分
の
実
行
な

ど
、
税
負
担
の
公
平
性
と
財
源
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
よ

う
と
全
国
の
方
々
か
ら
寄
附
金
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
、
「
子
ど
も
た
ち

の
活
躍
と
成
長
を
支
え
る
事
業
」

や
、
「
高
齢
者
が
安
心
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
事
業
」
な
ど

の
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

謝
礼
品
と
し
て
、
本
町
の
特
産
品

を
贈
る
こ
と
に
よ
り
、
町
の
知
名

度
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
「
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
」
を
中
心
に
新
た
な
謝
礼

品
の
開
発
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
々

か
ら
ご
寄
附
を
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、国
の
「
自
治
体
デ
ジ
タ
ル
・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推

進
計
画
」
を
踏
ま
え
、
町
民
の
利

便
性
の
向
上
や
業
務
の
効
率
化
を

図
る
た
め
、
自
治
体
情
報
シ
ス
テ

ム
の
標
準
化
・
共
通
化
や
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
住
民
票
な
ど
の
発
行

に
対
応
し
た
コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

本
町
の
財
政
状
況
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
幅
な
歳
入
増
加
が
期
待
で

き
な
い
一
方
で
、
歳
出
で
は
社
会
保

障
関
係
費
や
公
共
施
設
の
大
規
模

改
修
な
ど
投
資
的
経
費
の
増
加
が

見
込
ま
れ
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
も

の
と
考
え
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
が

増
加
傾
向
に
あ
る
中
、
多
様
化
す
る

町
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め

「
第
３
次
行
財
政
改
革
実
行
計
画
」

に
基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
民
間
活

力
の
積
極
的
な
導
入
な
ど
に
よ
る

業
務
の
効
率
化
を
推
進
し
、
政
策
の

基
盤
で
あ
る
財
政
の
安
定
化
を
図

り
、
持
続
可
能
な
行
政
運
営
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
国
内
で
確
認
さ
れ
て
か
ら
３
年

余
り
、
感
染
力
を
高
め
な
が
ら
変

異
を
続
け
る
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、

流
行
の
波
が
繰
り
返
さ
れ
、
住
民

の
暮
ら
し
と
経
済
活
動
へ
大
き
な

影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
こ
の
間
、

本
町
で
は
国
や
北
海
道
と
連
携
し
、

町
民
や
事
業
者
の
皆
様
の
ご
協
力

の
も
と
、
感
染
防
止
対
策
並
び
に

経
済
対
策
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
現
在
に
お
い
て
も
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
国

に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
を
、
本
年
５
月
に
「
２
類

相
当
」
か
ら
「
５
類
」
へ
引
き
下

げ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、
位
置

づ
け
の
変
更
に
伴
う
感
染
症
対
策

な
ど
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
こ
と

か
ら
、
国
や
北
海
道
の
動
向
を
注

視
し
つ
つ
、
移
行
措
置
が
円
滑
に

行
わ
れ
る
よ
う
、
適
宜
町
民
の
皆

様
へ
情
報
提
供
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
に
は
、
先
人
た
ち
が
築
き
、

守
り
、
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
「
南

幌
町
」
の
舵
取
り
役
と
し
て
、
重

い
責
任
と
取
り
組
む
べ
き
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　

以
上
、
町
政
執
行
に
臨
む
私
の

所
信
と
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

本
町
の
将
来
を
し
っ
か
り
と
見

据
え
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
、

希
望
を
持
ち
、
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
の
未
来
の
た
め
、
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り
に
、
持
て
る
力
の

限
り
を
尽
く
す
決
意
で
あ
り
ま
す
。

す
る
と
と
も
に
、
「
除
排
雪
業
務
計

画
」
に
基
づ
き
、
冬
期
に
お
け
る

安
全
な
交
通
路
を
確
保
し
て
ま
い

り
ま
す
。

・
交
通
安
全
と
生
活
安
全
対
策

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
交
通
安
全
運
動
推
進
協
議
会

を
中
心
に
、
栗
山
警
察
署
、
関
係

団
体
及
び
行
政
区
・
町
内
会
と
連

携
し
た
交
通
安
全
運
動
、
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
と
と
も
に
「
高
齢

者
運
転
免
許
証
自
主
返
納
事
業
」

を
推
進
し
、
悲
惨
な
交
通
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
町
民
一
人
ひ

と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
向
上
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

生
活
安
全
対
策
に
つ
き
ま
し
て

は
、
特
殊
詐
欺
な
ど
の
犯
罪
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
た
め
、
関
係

機
関
と
連
携
し
た
啓
発
活
動
を
行

い
、
事
件
事
故
の
な
い
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

交通安全「旗の波」交通安全「旗の波」
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近
年
の
高
度
情
報
化
に
よ
り
、

こ
れ
に
対
応
し
た
新
た
な
生
活

環
境
へ
社
会
が
変
容
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
展
す
る
社
会
に
お

い
て
は
、
多
様
な
事
象
が
複
雑

さ
を
増
し
、
先
行
き
を
見
通
す

こ
と
が
困
難
な
時
代
を
迎
え
て

い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
子
ど
も
た

ち
の
教
育
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の

経
験
を
踏
ま
え
、
い
か
な
る
時

も
学
び
を
止
め
る
こ
と
な
く
、

多
様
な
子
ど
も
た
ち
を
誰
一
人

取
り
残
さ
ず
育
成
す
る
「
個
別

最
適
な
学
び
」
と
、
多
様
な
個

性
を
最
大
限
に
生
か
す
「
協
働

的
な
学
び
」
を
実
現
す
る
こ
と

が
重
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
持

続
的
に
子
ど
も
た
ち
の
学
び
を

保
障
し
て
い
く
中
で
、
新
し
い

時
代
に
必
要
と
な
る
資
質
・
能

力
の
育
成
に
向
け
た
教
育
の
充

実
、
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

づ
く
り
の
実
現
な
ど
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
教
育
に
お
い
て
は
、
社

会
の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る

中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
・

自
己
啓
発
の
た
め
の
生
涯
学
習

の
推
進
、
学
習
機
会
の
提
供
な

ど
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
「
地
域
に
根
ざ
し
た

教
育
と
文
化
の
か
お
り
高
い
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
す
本
町
に

と
っ
て
、
未
来
の
担
い
手
と
な

る
「
人
づ
く
り
」
に
向
け
、家
庭
、

地
域
、
学
校
、
行
政
が
目
標
を

共
有
し
、
学
校
教
育
と
社
会
教

育
が
よ
り
緊
密
に
連
携
し
、
「
南

幌
町
教
育
大
綱
」
に
示
さ
れ
た

基
本
方
針
に
基
づ
き
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
や
生
き

が
い
と
ゆ
と
り
あ
る
地
域
社
会

の
実
現
を
目
指
し
、
町
と
の
連

携
を
一
層
深
め
な
が
ら
、
教
育

環
境
の
充
実
に
向
け
効
果
的
な

取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 

１
．�

学
校
教
育
の
推
進

　

小
・
中
学
校
９
年
間
の
義
務

教
育
を
通
じ
て
、
未
来
の
創
り

手
と
な
る
た
め
に
必
要
な
資
質
・

能
力
を
育
む
「
社
会
に
開
か
れ

た
教
育
課
程
」
の
実
現
に
向
け
、

家
庭
、
地
域
、
学
校
、
行
政
が

連
携
・
協
力
し
な
が
ら
課
題
を

共
有
し
、
一
体
と
な
っ
た
教
育

活
動
を
充
実
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

確
か
な
学
力
を
育
む
教
育
活
動

の
充
実

　

変
化
の
激
し
い
社
会
の
中
で
、

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
創
造
性

豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
生
き
て

い
く
た
め
に
は
、
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
を
身
に
付

け
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題

を
解
決
す
る
た
め
の
思
考
力
、

判
断
力
に
加
え
、
主
体
的
に
学

習
に
取
り
組
む
姿
勢
を
育
て
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

 

そ
の
た
め
、
「
全
国
学
力
・
学

習
状
況
調
査
」
や
「
ほ
っ
か
い

ど
う
チ
ャ
レ
ン
ジ
テ
ス
ト
」
の

結
果
を
踏
ま
え
、
小
・
中
学
校

に
お
け
る
基
礎
学
力
向
上
プ
ラ

ン
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、

「
標
準
学
力
検
査
」
の
実
施
に
よ

り
、
課
題
の
あ
る
領
域
を
分
析

し
、
全
て
の
教
員
が
共
通
認
識

を
図
り
な
が
ら
、
授
業
改
善
や

学
習
指
導
の
充
実
に
向
け
た
取

組
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

望
ま
し
い
生
活
習
慣
と
学
習

習
慣
の
定
着
に
つ
き
ま
し
て
は
、

公
設
学
習
塾
「
ス
マ
イ
ル
塾
」

に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
や

課
題
を
整
理
分
析
し
、
改
善
を

加
え
、
基
礎
学
力
・
学
習
意
欲

の
向
上
と
家
庭
学
習
の
定
着
へ

の
取
組
と
し
て
、
小
学
４
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
を
対
象

と
し
た
「
算
数
・
数
学
科
」
に

加
え
、
「
英
語
科
」
に
つ
い
て
も

小
学
４
年
生
か
ら
中
学
３
年
生

ま
で
に
対
象
を
拡
充
し
実
施
し

令和５年度令和５年度
教育行政執行方針教育行政執行方針

南幌町教育委員会南幌町教育委員会
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て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
長
期

休
業
中
に
お
い
て
は
、
小
学
校

で
は
社
会
教
育
事
業
と
連
携
し

た
「
あ
そ
び
の
達
人
特
別
教
室
」

や
中
学
校
で
は
「
補
習
授
業
」

を
実
施
し
、
補
充
的
な
学
習
機

会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
更
に
、
本
町
の
児
童

生
徒
の
実
態
を
踏
ま
え
、
「
な
ん

ぽ
ろ
学
力
向
上
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

と
し
て
学
力
向
上
に
向
け
た
保

護
者
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

小
・
中
学
校
が
連
携
し
た
児

童
生
徒
の
学
び
の
連
続
性
に
つ

き
ま
し
て
は
、
義
務
教
育
９
年

間
の
よ
り
系
統
的
か
つ
継
続
的

な
指
導
体
制
を
検
討
し
、
学
校

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、
引

き
続
き
小
中
一
貫
教
育
検
討
委

員
会
に
よ
り
、
協
議
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

に
つ
き
ま
し
て
は
、
児
童
生
徒

１
人
１
台
の
端
末
に
よ
る
学
習

ア
プ
リ
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

小
・
中
学
生
の
情
報
活
用
能
力

の
資
質
・
能
力
の
育
成
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
学
校

現
場
で
の
積
極
的
活
用
を
進
め

る
と
と
も
に
、
自
宅
で
の
オ
ン

ラ
イ
ン
学
習
な
ど
の
際
に
、
通

信
環
境
未
整
備
世
帯
に
対
し
て

Ｗ
ｉ-
Ｆ
ｉ
ル
ー
タ
ー
を
迅
速

に
貸
出
で
き
る
よ
う
体
制
を
整

備
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
際
社
会
で
活
躍
す
る
人
材

の
育
成
に
つ
き
ま
し
て
は
、
外

国
語
に
慣
れ
親
し
み
、
英
語
力

の
向
上
を
図
る
取
組
と
し
て
、

英
語
検
定
受
検
料
の
助
成
を
行

う
ほ
か
、
外
国
語
指
導
助
手
や

地
域
人
材
、
大
学
生
を
活
用
し
、

中
学
校
に
お
け
る
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
ト
ラ
イ
ア
ル
」、
小
学

５
年
生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で

を
対
象
と
し
た
「
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・
キ
ャ
ン
プ
」
の
実
施
な
ど
、

互
い
の
考
え
や
気
持
ち
を
外
国

語
で
伝
え
合
う
対
話
的
な
活
動

を
実
施
し
、
基
礎
的
な
知
識
や

積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
育
成
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ

や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て

実
施
し
て
お
り
ま
し
た
、
「
中
学

生
国
際
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、

中
止
や
国
内
に
お
い
て
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

豊
か
な
人
間
性
と
健
康
な
体
の

育
成

　

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
は
、
基
本
的
な
倫
理

観
や
規
範
意
識
を
身
に
付
け
、
自

立
心
や
自
他
の
生
命
を
尊
重
す

る
な
ど
、
豊
か
な
心
と
健
康
で
た

く
ま
し
い
体
を
育
て
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

道
徳
教
育
の
充
実
に
つ
き
ま

し
て
は
、
小
中
一
貫
し
て
、
児

童
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
、
多
面

的
・
多
角
的
に
深
く
考
え
た
り
、

議
論
す
る
こ
と
で
児
童
生
徒
の

道
徳
性
を
育
む
と
と
も
に
、
町

と
連
携
し
、
命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
の
授
業
に
取
り
組
む
な
ど
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
よ
う
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
、
い

じ
め
の
問
題
に
つ
き
ま
し
て
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な

ど
の
普
及
に
よ
り
潜
在
化
し
て

い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

い
じ
め
の
予
防
と
適
切
な
対
応

を
図
る
た
め
に
は
、
学
校
が
実

施
す
る
定
期
的
な
い
じ
め
の
ア

ン
ケ
ー
ト
や
教
育
相
談
、
ネ
ッ

ト
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
実

態
把
握
に
努
め
、
全
て
の
教
員

が
情
報
を
共
有
し
、
組
織
と
し

て
対
応
す
る
と
と
も
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用
し
た

心
の
ケ
ア
な
ど
に
迅
速
に
対
応

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
の
児
童
生
徒
が
、
異
校

種
交
流
を
通
じ
、
い
じ
め
問
題

を
主
体
的
に
考
え
る
事
業
と
し

て
「
仲
間
づ
く
り
子
ど
も
会
議
」

を
開
催
し
、
各
学
校
で
も
一
人

ひ
と
り
が
意
識
を
持
つ
こ
と
が

で
き
る
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

健
康
な
体
の
育
成
に
つ
き
ま

し
て
は
、
「
全
国
体
力
・
運
動
能

力
、
運
動
習
慣
等
調
査
」
に
お
け

る
本
町
の
児
童
生
徒
の
実
態
を
踏

ま
え
、
教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、

運
動
や
遊
び
を
推
奨
す
る
と
と
も

に
、
目
標
を
も
っ
て
積
極
的
に
運

動
に
取
り
組
む
意
欲
を
育
て
る
た

め
の
啓
発
活
動
な
ど
、
子
ど
も
一

人
ひ
と
り
の
体
力
や
運
動
能
力
の

向
上
に
向
け
た
取
組
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
給
食
に
つ
き
ま
し
て
は
、

安
全
安
心
で
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
給
食
の
提
供
や
地
元
農

産
物
の
活
用
な
ど
を
通
じ
て
、
健

康
の
増
進
や
体
力
の
向
上
、
地
域

の
主
要
農
産
物
に
対
す
る
理
解

を
深
め
る
と
と
も
に
、
米
や
パ
ン

な
ど
の
主
食
分
の
費
用
に
つ
い

て
町
が
負
担
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
社

会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
長
引
く

食
材
費
の
高
騰
が
続
い
て
お
り
、

負
担
い
た
だ
い
た
給
食
費
の
範

囲
内
で
は
十
分
な
栄
養
価
の
確

保
や
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
献
立

の
維
持
が
難
し
い
状
況
が
今
後

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

現
在
使
用
し
て
い
る
食
材
や

献
立
内
容
を
維
持
し
、
保
護
者

に
新
た
な
負
担
を
求
め
る
こ
と

な
く
安
全
安
心
で
充
実
し
た
学

学校給食学校給食
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校
給
食
を
提
供
す
る
た
め
、
食

材
費
の
物
価
高
騰
分
を
公
費
負

担
と
す
る
「
学
校
給
食
物
価
高

騰
対
策
事
業
」
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

・�

開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
教
育

活
動
の
充
実

　

学
校
が
保
護
者
や
地
域
か
ら

信
頼
さ
れ
、
期
待
に
応
え
る
教

育
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、

学
校
運
営
上
の
課
題
の
共
有
を

図
り
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
が

相
互
に
連
携
、
協
働
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
円
滑
な
運

営
を
学
校
運
営
協
議
会
が
主
体

と
な
り
、
「
み
ん
な
で
育
て
よ
う

南
幌
の
子
ど
も
た
ち
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
後
も
、
学
校
の
自
己
評
価
の

結
果
や
家
庭
と
地
域
が
連
携
し

た
望
ま
し
い
支
援
の
あ
り
方
な

ど
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様
の

意
見
を
学
校
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
外
部
講
師
の
活
用
や
町

内
各
商
店
・
事
業
所
・
企
業
、

地
域
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
児
童
生
徒
の
望
ま
し
い
勤

労
観
や
職
業
観
を
育
て
る
た
め
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
や
職
業

体
験
活
動
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
教
育
上
配
慮
を
必
要
と
す

る
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状

況
に
応
じ
た
指
導
や
、
支
援
を
受

け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
を
図
る

た
め
、
小
・
中
学
校
に
特
別
支
援

教
育
学
習
支
援
員
、
小
学
校
に
生

活
介
助
職
員
を
配
置
し
、
よ
り
き

め
細
か
な
教
育
支
援
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

に
つ
き
ま
し
て
は
、
教
員
の
労
働

環
境
を
改
善
し
、
教
員
の
専
門
性

を
生
か
し
つ
つ
、
授
業
や
授
業
準

備
、
児
童
生
徒
と
向
き
合
う
た
め

の
時
間
の
確
保
な
ど
、
健
康
で
い

き
い
き
と
や
り
が
い
を
も
っ
て

勤
務
し
な
が
ら
、
学
校
教
育
の
質

を
高
め
ら
れ
る
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
、
「
学
校
に

お
け
る
働
き
方
改
革
南
幌
町
ア

ク
シ
ョ
ン
・
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、

教
員
一
人
ひ
と
り
が
勤
務
時
間

を
意
識
し
た
働
き
方
を
進
め
る

た
め
、
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
を

活
用
し
た
勤
務
時
間
の
把
握
や
、

学
校
業
務
の
効
率
化
、
業
務
に

専
念
で
き
る
環
境
整
備
に
努
め

る
と
と
も
に
、
部
活
動
の
地
域

移
行
に
向
け
、
地
域
と
連
携
し

て
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
教
育
を
維
持
・
向
上
さ

せ
る
た
め
に
は
、
児
童
生
徒
が

安
心
し
て
通
学
し
、
継
続
し
て

学
べ
る
教
育
環
境
の
充
実
を
図

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

小
学
校
に
お
け
る
少
人
数
学

級
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
町
立
小

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置
基

本
方
針
」
に
基
づ
き
、
１
学
年

２
学
級
を
維
持
す
る
た
め
、
町

独
自
に
よ
る
教
員
の
加
配
に
よ

り
、
き
め
細
か
な
指
導
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
高
等
学
校
等
通
学
費
補
助
事

業
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
通
学
す

る
学
校
毎
の
定
額
補
助
を
行
う

こ
と
で
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
の
子
育
て
支
援
策
と

し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
施
設
の
適
正
な
維

持
管
理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教

育
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ

き
、
南
幌
中
学
校
体
育
館
の
屋

根
防
水
及
び
外
部
建
具
、
暖
房

機
な
ど
の
改
修
工
事
を
本
年
度

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
姉
妹
町
児
童
交
流
の
推
進

　

熊
本
県
多
良
木
町
と
の
児
童

交
流
学
習
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
令
和
２
年

度
以
降
中
止
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
出
会
い
、

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
お
互
い

の
歴
史
や
文
化
、
産
業
な
ど
の

知
識
を
広
め
、
友
好
を
図
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
両
町
の
絆
を

一
層
深
め
る
た
め
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
状

況
を
見
極
め
、
交
流
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

２
．�「
社
会
教
育
の
推
進
」
に
つ

い
て

　

長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
、
人
と
の
つ
な
が
り
や
地

域
と
の
関
わ
り
が
希
薄
化
し
、
町

民
の
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
人
と
人
と
が

つ
な
が
り
、
心
豊
か
に
生
き
が

い
の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に
、

社
会
教
育
の
担
う
役
割
が
益
々

重
要
と
な
り
ま
す
。

 

「
第
４
期
社
会
教
育
中
期
推
進

計
画
」
に
基
づ
き
、
「
社
会
教
育

活
動
・
関
係
施
設
の
充
実
を
図

る
」
「
学
び
が
共
有
で
き
る
場
を

つ
く
る
」
「
未
来
へ
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
」
の
３
つ
の
重
点
目

標
を
も
と
に
、
地
域
人
材
を
活

用
し
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
各
分
野
で
の
施
策

多良木町との児童交流多良木町との児童交流

仲間づくり子ども会議仲間づくり子ども会議
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を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
家
庭
教
育
の
支
援

　

家
庭
教
育
は
す
べ
て
の
教
育
の

出
発
点
で
あ
り
、
子
ど
も
が
健
や

か
に
成
長
し
、
社
会
性
を
身
に
つ

け
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。

　

共
働
き
や
ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
家
庭
環
境
が
多
様
化
し
、
子

育
て
が
忙
し
く
、
情
報
収
集
や

学
習
の
機
会
、
子
育
て
の
悩
み

を
共
有
す
る
機
会
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
家
庭
と
地
域
が

繋
が
り
、
子
育
て
の
課
題
を
共

有
し
、
地
域
全
体
で
子
育
て
に

関
わ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
就
学
前
児
童
や
小
・
中
学

生
の
保
護
者
に
対
し
て
、
生
涯
学

習
サ
ポ
ー
タ
ー
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地

域
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
親
学
講

座
や
す
く
す
く
広
場
な
ど
の
学
習

機
会
や
子
育
て
の
不
安
、
悩
み
を

解
消
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
、
家

庭
教
育
の
向
上
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。

・
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

子
ど
も
た
ち
は
、
町
の
将
来

を
担
う
希
望
で
あ
り
、
未
来
を

つ
く
る
宝
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、

心
身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
し
未

来
を
切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
、

社
会
性
や
創
造
性
を
育
み
自
身
の

将
来
像
を
見
据
え
る
機
会
を
つ
く

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
、

子
ど
も
た
ち
が
取
り
組
ん
で
い
る

多
様
な
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
活
動
な

ど
を
広
く
支
援
す
る
と
と
も
に
、

自
分
の
将
来
を
見
つ
め
、
目
標
に

向
か
っ
て
前
向
き
に
取
り
組
む
こ

と
の
で
き
る
子
ど
も
た
ち
を
育
成

す
る
た
め
、
子
ど
も
の
未
来
を
応

援
す
る
取
り
組
み
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
応
援
し

夢
を
抱
く
き
っ
か
け
づ
く
り
と

し
て
、
著
名
人
を
講
師
に
招
き
自

身
の
体
験
談
な
ど
を
用
い
な
が

ら
、
前
向
き
に
夢
を
目
指
す
子
ど

も
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
の
「
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
講
演
会
」
を

開
催
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
生
活
習
慣

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
異
年

齢
と
の
交
流
や
自
然
体
験
、
生

活
体
験
な
ど
の
不
足
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も

会
育
成
連
絡
協
議
会
な
ど
と
連

携
し
、
生
涯
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー

や
高
校
生
・
大
学
生
を
活
用
し

な
が
ら
、
多
種
多
様
な
経
験
が

で
き
る
機
会
の
確
保
に
努
め
、

子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・
自
発

性
の
育
成
や
リ
ー
ダ
ー
養
成
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
学
校
協
働
本
部
を
中
心
に
、

学
校
を
核
と
し
た
地
域
社
会
と

の
つ
な
が
り
や
地
域
全
体
で
子

ど
も
た
ち
の
学
び
や
成
長
を
支

え
る
体
制
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

・
生
涯
学
習
、
社
会
教
育
の
推
進

　

心
豊
か
な
潤
い
の
あ
る
暮
ら
し

を
送
る
た
め
に
は
、
社
会
の
変
化

に
伴
う
地
域
課
題
や
生
活
課
題
を

把
握
し
、
新
た
な
知
識
や
技
術
を

習
得
す
る
た
め
の
学
習
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
た
機
会
の
提
供
と
、
そ
の

成
果
を
生
か
せ
る
環
境
を
つ
く
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
新
し
い

生
活
様
式
を
取
り
入
れ
た
活
動

や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用

し
た
高
齢
化
社
会
を
よ
り
豊
か

に
す
る
た
め
の
講
座
な
ど
、
今

日
的
な
課
題
に
対
応
し
た
生
涯

学
習
に
取
り
組
む
た
め
、
参
加

者
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
、

学
習
機
会
の
提
供
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
「
生
涯

学
習
推
進
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
南
幌
ら
し
い
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
に
向
け
て
、
町
部
局

と
の
連
携
を
図
り
、
多
角
的
に

生
き
が
い
や
人
と
の
つ
な
が
り

を
つ
く
る
機
会
を
創
出
し
て
ま

い
り
ま
す
。

・�

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
推
進

　

生
涯
に
わ
た
り
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
み
、
健
康
な
心
と
体
を
つ

く
り
、
明
る
く
元
気
な
ま
ち
を

築
く
た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
す
べ
て
の
世
代
で
日

常
的
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ

と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
重

要
で
す
。

　

町
民
が
健
康
で
生
き
が
い

の
あ
る
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
身
近
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
に
参
加
で

き
る
機
会
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
ス

ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
関
係
団
体

と
連
携
し
、
年
齢
・
体
力
・
技

術
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や

プロフェッショナル講演会プロフェッショナル講演会

スマートフォン講習会スマートフォン講習会

すくすく広場「バス遠足」すくすく広場「バス遠足」
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体
力
づ
く
り
教
室
な
ど
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
各
種
ス
ポ
ー

ツ
大
会
を
通
じ
た
地
域
間
交
流

の
活
性
化
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

の
体
力
向
上
を
目
指
し
、
運
動

能
力
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
幼

少
年
期
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

・�

芸
術
・
文
化
活
動
の
推
進
、

 

　
　

ふ
る
さ
と
の
記
憶
の
保
全

　

芸
術
や
文
化
は
、
人
々
の
創

造
性
を
広
げ
、
生
活
に
潤
い
を

与
え
る
と
と
も
に
心
の
豊
か
さ

を
育
み
、
よ
り
良
い
人
生
を
築

く
う
え
で
、
そ
の
果
た
す
役
割

は
重
要
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
芸
術
鑑

賞
や
文
化
活
動
の
機
会
が
減
少

し
、
文
化
サ
ー
ク
ル
が
衰
退
し

て
い
る
状
況
を
鑑
み
、
自
主
的
・

主
体
的
な
芸
術
・
文
化
活
動
へ

の
展
開
を
想
定
し
た
学
習
機
会

の
提
供
に
努
め
、
芸
術
・
文
化

活
動
に
よ
る
生
き
が
い
、
仲
間

づ
く
り
の
場
を
創
出
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や
文
化

協
会
と
連
携
し
、
優
れ
た
芸
術
・

文
化
の
鑑
賞
機
会
を
提
供
し
、

町
民
の
文
化
活
動
の
発
表
の
機

会
を
創
出
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

郷
土
芸
能
を
伝
承
す
る
団
体

の
活
動
衰
退
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
引
き
続

き
、
団
体
の
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
ま
ち
の
有
形
・
無

形
の
歴
史
文
化
を
後
世
に
伝
え

る
た
め
の
資
料
保
存
と
普
及
、

継
承
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

・�

読
書
活
動
の
推
進

　

読
書
に
親
し
む
こ
と
は
、
言

葉
を
学
び
、
感
性
を
磨
き
、
表

現
力
を
高
め
、
豊
か
な
情
操
を

育
む
上
で
極
め
て
重
要
で
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
に
お
い
て
読
書
を

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

読
書
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
に

お
け
る
蔵
書
の
充
実
や
特
集
展
示

の
実
施
、
読
書
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

に
よ
り
町
民
の
読
書
活
動
を
支
援

し
、
町
民
に
親
し
ま
れ
る
図
書
室

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
読
書
活

動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
「
第
２
期

子
ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
」

に
基
づ
き
、
家
庭
・
地
域
・
学

校
に
お
け
る
子
ど
も
の
読
書
活

動
を
推
進
す
る
た
め
、
学
校
図

書
室
の
環
境
充
実
や
読
み
聞
か

せ
サ
ー
ク
ル
と
連
携
し
た
読
書

活
動
の
推
進
に
係
る
体
制
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
読
書
活

動
に
対
す
る
啓
発
広
報
活
動
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
社
会
教
育
関
係
施
設
の
充
実

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
「
ぽ
ろ

ろ
」
を
は
じ
め
と
す
る
社
会
教

育
関
係
施
設
は
、
町
内
外
の
多

く
の
方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

町
民
の
誰
も
が
、
気
軽
に
安

心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

防
止
対
策
を
講
じ
、
万
全
な
管

理
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
方
が
創

作
活
動
で
製
作
さ
れ
た
作
品
を

「
ぽ
ろ
ろ
」
ロ
ビ
ー
な
ど
に
展
示

す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ク
ル
活
動

の
促
進
を
図
り
、
広
く
町
民
が

利
用
で
き
る
場
と
し
て
提
供
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
つ
き

ま
し
て
は
、
教
育
施
設
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
本
年
度
、

屋
上
防
水
工
事
及
び
館
内
照
明

器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な
ど
を
実
施

し
、
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

と
利
用
環
境
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
豊

か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
家
庭
、
地
域
、
学
校
、

行
政
が
一
体
と
な
り
、
あ
ら
ゆ

る
機
会
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
お

い
て
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
、

生
涯
を
通
じ
て
生
き
生
き
と
学

び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

本
町
の
教
育
振
興
の
充
実
・
発

展
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
並
び
に
議
員
各

位
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

郷土資料室郷土資料室

ジュニアアスリートクラブジュニアアスリートクラブ
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■各会計予算■各会計予算

歳入歳入

区 分 令和５年度 令和４年度 増減率

一 般 会 計 73 億 8,722 万円 61 億 4,772 万円 20.2％

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 9 億 9,035 万円 9億 4,810 万円 4.5％

病 院 事 業 7 億 8,105 万円 7億 9,061 万円 △ 1.2％

下 水 道 事 業 3 億 8,752 万円 2億 8,965 万円 33.8％

農業集落排水事業 1,384 万円 1,764 万円 △ 21.6％

介 護 保 険 8 億 4,218 万円 8億 1,204 万円 3.7％

後期高齢者医療 1 億 2,485 万円 1億 1,959 万円 4.4％

計 105 億 2,701 万円 91 億 2,535 万円 15.4％

地方消費税交付金
 1億 6,100万円　 2.2％

国・道支出金
13億 8,440万円　18.7％

繰入金
 6億 1,139万円   8.3％

諸収入
 5億4,672万円　 7.4％

町債
 8億 4,860万円　11.5％

その他
 2 億 3,095 万円   3.1％

町税
 7億 9,221万円　10.7％

地方譲与税
     8,670万円　 1.2％

地方交付税
26億 7,000万円　36.1％

消防費
 2億4,991万円　 3.4％

基 金 名 金 額

財 政 調 整 基 金 5億 1,588 万円

減 債 基 金 2億 7,947 万円

教 育 振 興 基 金 355 万円

地 域 福 祉 振 興 基 金 1,332 万円

南幌温泉ハート＆ハート基金 5,416 万円

中山間ふるさと水と土保全基金 1,067 万円

ふ る さ と 応 援 基 金 2億 870 万円

農 業 支 援 対 策 基 金 87 万円

森 林 環 境 譲 与 税 基 金 190 万円

計 10 億 8,852 万円

■町の貯金（基金）■町の貯金（基金）

■一般会計予算の内訳■一般会計予算の内訳
歳出歳出

■借金残高と返済額の推移■借金残高と返済額の推移
（令和４年度末見込み）（令和４年度末見込み）

分担・負担・使用料等
 　  5,525 万円　 0.8％

議会費
  　 5,407万円　 0.7％

総務費
17 億 7,032 万円　24.0％
民生費
12 億 3,510 万円　16.7％
衛生費
 5 億 9,873 万円　 8.1％

農林水産業費
11 億 2,527 万円　15.2％
商工費
  　 5,545 万円　 0.8％
土木費
 8 億 7,393 万円　11.8％

教育費
 7 億 8,365 万円　10.6％
公債費
 6 億 3,979 万円　 8.7％
予備費
       100万円　 0.0％

令和５年度予算額　105 億 2,701 万円令和５年度予算額　105 億 2,701 万円
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５/ ３ OPEN!

皆様のご来場を心より皆様のご来場を心より
　　　　　お待ちしております　　　　　お待ちしております

４４月月2929日（土）・日（土）・3030日（日）日（日）

町民限定町民限定

オープン！オープン！

子ども達の笑顔育む 交流拠点子ども達の笑顔育む 交流拠点

開　館

時間は？

午前 1010時～午後 66時です！

①毎月第３月曜日第３月曜日（祝日の場合は翌日）

②年末年始年末年始（12 月 30 日～１月３日）

は休館日休館日となります！

料金は？

きゃべっちパークきゃべっちパーク

（遊戯エリア）のみ有料有料です！

①町内町内のお子さん…100 円100 円
②町外町外のお子さん…300 円300 円

※その他の場所は無料で利用できます！

どなたでもどなたでも利用可能です！

誰が利用できるの？

　ただし、きゃべっちパークきゃべっちパーク（遊戯エリア）は中学生まで中学生まで利用可能です。

　未就学児未就学児が利用する場合は保護者の同伴保護者の同伴が必要です。

　高校生以上は子どもの同伴として入場可能です。

問
①☎０１１～３９８～９２８０（4月 25 日（火）より）
②☎０１１～３９８～７０２１（4月 25 日（火）まで）
　※②南幌町役場まちづくり課
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＼駐車場のご利用について／

ホーマック
　　　ニコット

ツルハドラック

南幌いちい
保育園

ENEOS
　　小林本店

ビューロー

美
園
地
区

P2
P3

P1

はれっぱを利用される方、中央公園、パークゴルフ場を利用される方、
P １～ P ３駐車場が利用できます。

P2 の駐車場につきましては今までの入り口と場所が異なります。ご注意ください！

歩道

！ ！

完成見学会を開催します！

町民限定で、

オープン前に下記の日程で

施設完成見学会を開催します。

●日　時…①�４月 15 日（土）　10 時～ 12 時

　　　　　②４月 16 日（日）　10 時～ 12 時

●申込み…不要

●その他…遊具で遊ぶことはできません。

開業式典を開催します！

４月 29 日（土）

町民限定オープンの日に併せて、

開業式典を行います。

●日　時…４月 29 日（土）９時 15 分～

※ 2�9 日（土）の町民限定オープンは 10 時 30 分から利

用できます。

※�町民限定オープンは 29 日（土）、30 日（日）の２日

間です。５月１日（月）、２日（火）は休館となりま

すのでご注意願います。

●会　場…はれっぱ前　特設会場

●申込み…不要

●内　容…施設愛称募集の表彰式やみどりの幼稚園の

園児によるお遊戯も予定しています。
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＼施設フロアマップ／＼施設フロアマップ／

アクティブゾーン

木育ゾーン
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DOUTOR カフェが

　　　　　入ります！

中央公園の滑り台が新しくなりました！

中央公園内の滑り台が新しくなりました！

４月 29 日（土）の町民限定オープンに併せて利用できます！
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そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

南
幌
高
等
学
校

　

南
幌
高
等
学
校
は
昭
和
33
年

３
月
、
定
時
制
課
程
農
業
科
と

し
て
北
海
道
幌
向
高
等
学
校
の

創
立
し
ま
し
た
。
昭
和
38
年
４

月
に
は
校
名
を
南
幌
（
み
な
み

ほ
ろ
）
高
等
学
校
に
改
称
、
昭

和
43
年
に
北
海
道
南
幌
（
な
ん

ぽ
ろ
）
高
等
学
校
と
呼
称
を
変

更
、
昭
和
50
年
に
は
全
日
制
課

程
普
通
科
の
設
置
認
可
を
受

け
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

特集：閉校「それぞれの道へ」

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
本
町

の
基
幹
産
業
で
あ
る
、
農
業
を
生

か
し
た
、
体
験
学
習
な
ど
を
実
施

し
、
南
幌
高
校
な
ら
で
は
の
ス
タ

イ
ル
で
３
４
１
４
人
の
卒
業
生
を

送
り
出
し
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
に
は
、
元
北
海
道
日

本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
田
中
賢

介
氏
を
招
き
、
閉
校
記
念
式
典
を

挙
行
し
ま
し
た
。　

　

田
中
氏
は
、
プ
ロ
野
球
選
手
時

代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
、
田
中
学
園

立
命
館
慶
祥
小
学
校
を
開
校
さ
れ

た
経
緯
、
自
ら
の
経
験
を
も
っ
て

挑
戦
す
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
を
、

お
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
３
月
１
日
に
は
、
南

幌
高
校
最
後
の
卒
業
式
が
厳
粛
に

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
終
了
後
に
は
、
３
年
間
の

思
い
出
を
振
り
返
る
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
の
上
映
や
、
生
徒
と
保
護

者
か
ら
先
生
方
へ
、
こ
れ
ま
で
の

感
謝
の
意
を
込
め
て
、
花
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。　

　

令
和
５
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

閉
校
と
な
っ
た
南
幌
高
校
。

　

こ
れ
ま
で
の
64
年
の
歴
史
に
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
。
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特集：閉校「それぞれの道へ」

昭和 33 年（1958）

昭和 43 年（1968）

昭和 49 年（1974）

昭和 50 年（1975）

昭和 53 年（1978）

昭和 62 年（1987）

平成３年（1991）

平成４年（1992）

歩み
定時制課程農業科として

北海道幌向高等学校設立

幌向高等学校学校別科（家

庭科設立認可）

町名変更により北海道南幌（なん

ぽろ）高等学校呼称変更

第１回学校祭開催

全日制課程普通科設置認可

道立へ移管

創立 30 周年記念式典挙行

新校舎に移転

旧校舎解体

▲旧校舎

▲当時の学校祭

▲当時の授業中

▲新校舎（現在の校舎）

▲見学旅行の様子
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平成 10 年（1998）

平成 14 年（2002）

平成 20 年（2008）

平成 22 年（2010）

平成 30 年（2018）

令和３年（2021）

令和４年（2022）

令和５年（2023）

創立 40 周年記念式典挙行

第１回いきいきキャベッジマラソン開催

創立 50 周年記念式典挙行

学校だより「南高不落」第１号発行

創立 60 周年記念式典挙行

全日制普通科募集停止

南幌高校閉校記念式典実施

南幌高校閉校

▲キャベッジマラソンの様子

▲スキー学習の様子

▲閉校記念式典の様子

▲学校祭の様子

南幌高等学校思い出の資料展を開催します！
　ぽろろで、南幌高校の閉校にあたり、校旗や校章、

昔の写真などを展示しています。

　是非お越しください。

◆展示期間　５月 31 日（水）まで

◆場　　所　ぽろろ１階　ロビー

◆内　　容　南幌高校閉校記念展示会

h i s t o r y
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message for school closure

特集：閉校「それぞれの道へ」

南幌町議会議長南幌町議会議長

　　　　　 側　瀬　敏　彦　　　　　 側　瀬　敏　彦

「南幌高等学校閉校にあたって」

「南幌高等学校の閉校に寄せて」

　
　

北
海
道
南
幌
高
等
学
校
の
閉
校
に
あ
た
り
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

北
海
道
南
幌
高
等
学
校
は
、
昭
和
33
年
４
月
に
定

時
制
農
業
科
の
北
海
道
幌
向
高
等
学
校
と
し
て
開
校

し
、
昭
和
50
年
の
全
日
制
普
通
科
へ
の
転
科
、
昭
和

53
年
に
は
道
立
に
移
管
し
、
当
時
は
259
人
の
生
徒
数

を
数
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
昭
和
か
ら
平
成
、
平
成

か
ら
令
和
へ
と
時
代
は
移
り
変
わ
り
、
歴
史
あ
る
高

等
学
校
と
し
て
時
を
紡
い
で
き
ま
し
た
。

　

南
幌
町
も
ま
た
、
目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
の
変
遷
の

中
で
、
昭
和
の
頃
に
は
著
し
く
発
展
し
、
平
成
初
期

に
は
、
一
時
は
人
口
も
１
万
人
を
越
え
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
景
気
の
悪
化
な
ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ

り
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

令
和
に
入
り
北
広
島
市
へ
の
ボ
ー
ル
パ
ー
ク
移
転
や

道
央
圏
連
絡
道
路
の
整
備
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
周

辺
環
境
の
変
化
と
、
子
育
て
世
代
へ
の
各
種
助
成
事

業
に
よ
り
移
住
者
が
増
え
、
昨
年
、
24
年
ぶ
り
に
人

口
が
増
加
に
転
じ
て
お
り
、
未
来
に
向
け
て
持
続
可

能
な
ま
ち
の
実
現
を
目
指
し
進
ん
で
い
ま
す
。

　

全
国
的
な
少
子
化
問
題
は
北
海
道
に
お
い
て
も
重

要
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
高
等
学
校
の
統
廃
合
が

進
む
中
、
南
幌
高
校
が
閉
校
と
な
る
こ
と
は
、
誠
に

残
念
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業
を
志
す
人
材

を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
生
徒
が
巣
立
っ
て
い
っ
た

母
校
と
し
て
、
64
年
の
長
き
歴
史
を
刻
み
、
そ
の
大

き
な
役
目
を
終
え
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

結
び
に
、
開
校
当
初
は
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る

農
業
教
育
の
場
と
し
て
、
そ
の
後
、
今
日
に
至
る
ま

で
教
育
の
学
び
舎
と
し
て
生
徒
た
ち
の
健
全
育
成
に

ご
努
力
さ
れ
ま
し
た
教
師
の
皆
様
、
保
護
者
の
皆
様

並
び
に
関
係
者
の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
ご
労
苦
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
北
海
道
南
幌
高

等
学
校
の
卒
業
生
の
皆
様
の
今
後
の
ご
活
躍
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

南幌町長南幌町長

　　　　　 大　崎　貞　二　　　　　 大　崎　貞　二

　

南
幌
高
等
学
校
は
、
校
章
に
表
さ
れ
て
い
る
稲
穂
や
、

校
歌
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
黄
金(

こ
が
ね)

の
波
の　

起

き
伏
し
や
」
な
ど
、
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
を
担

う
若
者
を
育
成
す
る
こ
と
を
そ
の
役
割
と
し
て
創
立
さ
れ

ま
し
た
。
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
、
そ
の
役
割
も

変
化
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
緑
豊
か
な
田
園
文
化
の
ま
ち

と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
き
た
南
幌
町
と
と
も
に
歴
史
を
歩

み
、
輝
か
し
い
伝
統
を
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　

歴
史
を
顧
み
ま
す
と
、
部
活
動
に
お
い
て
は
、
全
道
フ
ッ

ト
サ
ル
選
手
権
大
会
優
勝
を
果
た
し
た
サ
ッ
カ
ー
部
、
全

道
高
校
将
棋
選
手
権
大
会
で
個
人
・
団
体
で
優
勝
を
果
た

し
た
囲
碁
・
将
棋
部
、
全
国
総
合
文
化
祭
へ
北
海
道
代
表

と
し
て
参
加
し
た
新
聞
部
な
ど
、
数
々
の
素
晴
ら
し
い
成

績
を
収
め
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
急
速
な
少
子
化
や
進
路
の
多
様
化
に
よ
り
入

学
者
数
が
年
々
減
少
し
、
惜
し
ま
れ
な
が
ら
も
64
年
の
長

い
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
域
と
の
繋
が
り
を
大
切
に
、
カ
フ
ェ
サ
ロ
ン
で
の
交

流
や
農
業
体
験
学
習
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
誕

生
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ン
グ
の
制
作
、
そ
し
て
南
幌
町
の
よ

さ
を
考
え
、
学
び
、
そ
の
成
果
を
多
く
の
方
々
に
伝
え
て

い
た
だ
い
た
「
南
幌
学
」
な
ど
、
閉
校
が
決
ま
っ
た
後
も

生
徒
の
皆
さ
ん
は
多
く
の
こ
と
に
挑
戦
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

最
後
の
年
に
は
、
同
じ
く
閉
校
と
な
る
青
森
県
金
木
高

校
と
、
地
域
を
超
え
た
仲
間
と
の
交
流
を
行
い
、
大
切
な

思
い
出
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
閉
校
記
念
式
典
で

の
力
強
い
南
幌
太
鼓
の
披
露
は
、
一
人
ひ
と
り
の
演
奏
が

心
に
響
き
、
大
変
感
動
し
ま
し
た
。

　

町
内
唯
一
の
高
校
が
閉
校
す
る
こ
と
は
、
生
徒
や
卒
業

生
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
方
々
に
と
っ
て
も
寂
し
い
こ
と

で
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
輝
か
し
い
歴
史
・
培
わ
れ

た
伝
統
は
決
し
て
絶
え
る
こ
と
な
く
、
い
つ
ま
で
も
私
た

ち
の
胸
に
刻
ま
れ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
南
幌
高
校
を
愛
し
、
そ
の
発
展
に

御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
と
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

「 閉 校 に  寄 せ て … 」「 閉 校 に  寄 せ て … 」
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message for school closure南幌高等学校同窓会長南幌高等学校同窓会長

　　　　　 石　川　康　弘　　　　　 石　川　康　弘

「閉校にあたって」
　

南
幌
高
校
は
こ
の
３
月
で
閉
校
と
な
り
ま
し
た
。

開
校
以
来
64
年
間
に
わ
た
り
、
本
校
は
地
域
の
皆
様

に
支
え
ら
れ
て
歩
ん
で
き
た
こ
と
に
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

開
校
当
時
の
昭
和
30
年
代
は
、
食
糧
増
産
時
代
だ
っ

た
こ
と
か
ら
農
業
科
と
し
て
農
業
後
継
者
の
育
成
に

取
り
組
み
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
教
育
を
行
い
農
業
ク

ラ
ブ
活
動
で
は
全
道
・
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
る
実

績
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
昭
和
50
年
代
に
な
っ

て
か
ら
は
札
幌
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
よ
り
普
通
科
の

高
校
と
し
て
取
り
組
み
、
サ
ッ
カ
ー
部
や
囲
碁
・
将

棋
部
な
ど
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
多
く
の
輝
か
し
い
足
跡

を
刻
み
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
積
極
的
に
行
い
地

域
に
根
付
い
た
教
育
を
行
っ
て
き
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
学
び
舎
を
巣
立
っ
た
３
０
０
０
有
余
名
の
卒

業
生
は
本
町
を
は
じ
め
日
本
各
地
で
立
派
に
活
躍
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
熱
心
に
生
徒
指
導
し

て
く
れ
た
教
職
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

皆
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー
シ
ッ
プ
で
温
か
く
ご
指
導
し
て

く
れ
た
会
社
・
団
体
の
皆
さ
ん
、
生
徒
の
登
下
校
を

温
か
く
見
守
っ
て
く
れ
た
町
内
地
域
の
皆
さ
ん
な
ど

の
存
在
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
学
校
を
力
強

く
支
援
し
て
い
た
だ
い
た
南
幌
町
に
対
し
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
は
な
く
な
っ
て
も
、
卒
業
生
の
心
の
中
に
は

そ
れ
ぞ
れ
高
校
時
代
の
思
い
出
が
あ
る
こ
と
と
思
い

ま
す
が
、
い
つ
ま
で
の
大
切
に
持
ち
続
け
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
に
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
、
深
甚
な
る
感
謝

を
申
し
上
げ
お
礼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

南幌高等学校第 25 代校長南幌高等学校第 25 代校長

　　　　　 矢　橋　佳　之　　　　　 矢　橋　佳　之

　

３
月
１
日
に
最
後
と
な
る
６
名
の
卒
業
生
を
送
り
出

し
、つ
い
に
31
日
、64
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
少
子
化
の
影
響
も
あ
り
、
多
く
の
高
校
が
存

続
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
学
校

は
果
た
し
て
不
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

１
袋
い
く
ら
で
売
っ
て
い
る
顔
の
見
え
な
い
野
菜

と
、
ど
な
た
が
作
っ
た
の
か
が
記
載
さ
れ
て
い
る
顔
の

見
え
る
野
菜
と
で
は
、
付
加
価
値
が
違
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
な
思
い
で
ど
の
よ
う
に
栽
培
さ
れ
た
か
と
い
う
ス

ト
ー
リ
ー
が
あ
る
の
で
、
い
た
ず
ら
に
価
格
競
争
に
さ

ら
さ
れ
ず
に
済
み
ま
す
。

　

南
幌
町
に
本
校
が
存
在
し
た
価
値
は
、
偏
差
値
競
争

に
あ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
を
愛
し
、
地
域
か
ら
愛
さ

れ
、
地
域
と
と
も
に
未
来
を
担
う
人
を
育
て
る
と
い
う

ス
ト
ー
リ
ー
に
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
の
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
３
年
間
で
そ
れ
を
証
明

し
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
々
に
「
地
域
に
高
校
が
あ

る
っ
て
い
い
こ
と
だ
っ
た
ん
だ
ね
」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、

「
南
幌
学
」、「
南
幌
のSDGs

を
考
え
る
探
究
活
動
」「
農

業
体
験
」
な
ど
で
多
く
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
支
援

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

南
幌
町
ベ
ス
ト
20
を
調
べ
た
と
き
、
実
質
的
な
第
１

位
は
「
と
か
い
な
か
（
都
会
に
近
い
田
舎
）」
で
し
た
。

　

都
会
に
あ
っ
て
南
幌
町
に
な
い
も
の
は
た
く
さ
ん
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
美
し
い
大
地
や
温
か
い

町
民
の
皆
さ
ん
な
ど
、
南
幌
町
に
あ
っ
て
都
会
に
な
い

も
の
も
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
恵
み
に
囲
ま
れ

本
校
が
歩
ん
で
き
た
64
年
間
は
、
幸
せ
な
日
々
で
し
た
。

　

僭
越
な
が
ら
こ
れ
ま
で
在
籍
し
た
す
べ
て
の
教
職
員

を
代
表
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
長
年
に
わ
た
る
ご

支
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「長年にわたるご支援
　　　　　　　ありがとうございました」

「 閉 校 に  寄 せ て … 」「 閉 校 に  寄 せ て … 」
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「 最 後 の 　 卒 業 生 」「 最 後 の 　 卒 業 生 」

坂
さかもと

本　司
つかさ

「温かく見守ってくださりありがとうございました！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→まだ実感が湧かないです
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→ 2年生の時の学校祭です。先輩方と協力し、学校
祭を行うことができたからです。
Q. 今後は？
　→陸上自衛官になります！中学校の時の進路説明会
での広報官の立ち振る舞いや発言に魅了されました。
Q. 南幌町というまちは？
　→人が温かく接してくれるまちです！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→先生方がマンツーマンで教えてくれる高校でし
た！
Q. 最後に…
　→地域の方々も支えてくださり、ありがとうござい
ました！

栗
くりやま

山　一
いっき

輝
「卒業しても頑張ります！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→誇らしく思っています！
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→部活動や自分自身の成長を一番みてもらうことがで
きた学校祭です。
Q. 今後は？
　→ゲーム作りをする仕事に就きたいと思っています。
自分が作ったゲームを色々な人に遊んでもらいたいです。
Q. 南幌町というまちは？
　→人が温かく優しいまちです！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→地域との交流があり、色々な人とコミュニケーショ
ンを取れる良い学校です！
Q. 最後に…
　→３年間温かく見守っていただきありがとうございま
した！

佐
さとう

藤　丹
あかね

音
「３年間ありがとうございました！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→特別最後という意識はないです。色々なことを学べて卒
業できてよかったです。
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→最後の学校祭です。コロナの最中ながら、保護者、地域
の方、金木高校の方々などが来ていただき、開催することが
できました。
Q. 今後は？
　→ずっと夢だった航海士になるために、大学に進学します！
Q. 南幌町というまちは？
　→第２の地元です！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→必ず、なにかしら役割が回ってくるので、行動力が身に
ついたと思います！
Q. 最後に…
　→３年間本当にありがとうございました！これからも夢に
向かって頑張ります「！

特集：閉校「それぞれの道へ」
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「 最 後 の 　 卒 業 生 」「 最 後 の 　 卒 業 生 」
山
やまだ

田　克
かつき

樹
「３年間支えてくれてありがとうございました！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→本当にあっという間でした。
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→青森県、金木高校との交流です。普段じゃ絶対に
関わらない方々と交流できたのが思い出です。
Q. 今後は？
　→建築関係の仕事に就きます！
Q. 南幌町というまちは？
　→自然があってとても落ち着くまちです！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→人数が少なかったからこそ、みんな仲良く過ごし
やすかったです。
Q. 最後に…
　→３年間ありがとうございました！これからも一生
懸命頑張ります！

村
むらかみ

上　慎
しんたろう

太郎
「支えてくれてありがとうございました！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→まだ卒業したくないです。
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→青森県に行き、金木高校の皆さんと仲良くなれた
ことです。
Q. 今後は？
　→スポーツショップで働きます！僕はスケートボー
トが得意なので、将来スケートボードに関わった仕事
がしたいと思っていました。
Q. 南幌町というまちは？
　→地元でとても住みやすいまちです！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→地域との交流が多くある良い高校でした！
Q. 最後に…
　→今まで、私たちを含め、南幌高等学校を支えてく
ださり、ありがとうございました！

山
やまさか

坂　愛
あいか

花
「３年間あっという間でした！」

Q. 最後の卒業生。率直にどんな気持ちですか？
　→私たちで最後っていうのはまだ信じられません。でも嬉
しいです。
Q. ３年間で一番思い出に残ったことは？
　→青森県の金木高校に行き、学校祭に参加できたことです。
金木の人と仲良くなれたのも嬉しかったのですが、クラスの
みんなと旅行に行けて楽しかったです。
Q. 今後は？
　→将来、子どもと関わる仕事をしたいと思っているので、
専門学校に進学します。
Q. 南幌町というまちは？
　→とても良いまちだと思います！
Q. 南幌高校はどんな高校でしたか？
　→人数が少なかったからこそ、クラスメイトや先生全員と
交流することができました。
Q. 最後に…
　→３年間という短い間でしたが、私たちを見守り、支えて
くださり、ありがとうございました！
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卒
業
生
６
人
と
と
も
に
、
南
幌
高
校
も
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

卒
業
生
６
人
と
と
も
に
、
南
幌
高
校
も
卒
業
を
迎
え
ま
し
た
。

　

春
か
ら
は
、
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
進
学
す
る
人
、

　

春
か
ら
は
、
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
進
学
す
る
人
、

社
会
人
と
し
て
就
職
す
る
人
、

社
会
人
と
し
て
就
職
す
る
人
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ

そ
れ
ぞ
れ
の
道
へ
進
み
ま
す
。

進
み
ま
す
。

　

先
生
方
か
ら
の
最
後
の
言
葉
で
６
人
の
卒
業
生
に
伝
え
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
の
最
後
の
言
葉
で
６
人
の
卒
業
生
に
伝
え
ま
し
た
。

「
物
事
は
、
始
ま
っ
た
途
端
終
わ
り
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。

「
物
事
は
、
始
ま
っ
た
途
端
終
わ
り
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
す
。

辛
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
は
い
つ
か
終
わ
り
が
あ
る
と
信
じ
て
。

辛
い
こ
と
、
嫌
な
こ
と
は
い
つ
か
終
わ
り
が
あ
る
と
信
じ
て
。

良
い
こ
と
楽
し
い
こ
と
は
終
わ
り
が
来
る
ま
で
の
時
間
を
大
切
に
。

良
い
こ
と
楽
し
い
こ
と
は
終
わ
り
が
来
る
ま
で
の
時
間
を
大
切
に
。

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
ん
で
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。」

こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し
ん
で
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。」

と
伝
え
ま
し
た
。

と
伝
え
ま
し
た
。

特集：閉校「それぞれの道へ」
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前町長の三好富士夫さんに名誉町民の称号を贈呈
　南幌町自治振興発展のために特に功績があった町民として、そ

の功績と栄誉を称え「南幌町名誉町民」の称号が、前町長の三好

富士夫氏（72 歳）に贈られました。

　令和５年第１回議会定例会で７人目となる名誉町民称号授与が

議決され、３月 15 日（水）に役場議場において、大崎町長より名

誉町民章が授与されました。

　南幌町名誉町民制度は、南幌町自治振興発展のために特に功績

があり、広く社会文化の興隆に寄与し、郷土の誇りとして町民か

ら深く尊敬されている方に対して、名誉町民の称号を贈り、その

功績と栄誉を称えるものです。

南幌町名誉町民
三好富士夫氏

　三好氏は、平成７年３月から町議会議員とし

て３期にわたり在職し、平成 15 年４月から町

議会議長を務めています。また平成 17 年１月

に南幌町長に当選され、令和２年８月に辞職さ

れるまで 15 年７カ月の永きにわたり、高邁な

政治信念のもと、南幌町の自治、産業、教育、

福祉の発展に多大に尽力され、令和２年 12 月

に町政功労章、令和３年秋の叙勲で、旭日小綬

章を受章されています。

主な経歴

平成７年３月～平成 17 年１月 　南幌町議会議員

平成 15 年４月～平成 17 年１月　南幌町議会議長

平成 17 年１月～令和２年８月 　南幌町長

平成 30 年 12 月～令和２年８月　空知町村会長

令和元年５月～令和２年８月　 北海道町村会副会長

　三好富士夫さんから受章に際して、本町の発展に役立てていただきたいと昨年に

続き、新たに 100 万円のご寄附をいただきました。

　このたび、３月 31 日をもちまして、平成 29 年 10 月から約５年半の長きにわ

たる、教育長を退任することになりました。

　この間、空知南学区から石狩学区への高校通学区域の見直し、新学習指導要

領対応、新型コロナ感染対策など、学校教育・社会教育にかかる多くの課題に

直面し、対応してまいりました。

　これらの課題に取り組み、前に進むことができましたのも、多くの町民の皆

様のご理解とご協力の賜物であり、深く感謝申し上げます。

　終わりに、南幌町の教育の発展と町民皆様の益々のご健勝とご多幸をご祈念

申し上げ、退任のご挨拶とさせていただきます。

教育長に西田 篤人 氏が就任

小笠原正和氏～退任の挨拶～

平成 29 年 10 月～令和５年３月

（任期２期）

　令和５年第１回議会定例会において議会の同意を賜り、４月１日付けで教育

長に就任した西田篤人です。これまで本町教育行政に情熱を注いでこられた小

笠原教育長からの意思を引き継ぎ、教育を統括する職責の重さに身が引き締ま

る思いです。教頭時代は夕張太小学校の閉校、新南幌小学校の開校に携わり、

さらには南幌小学校長として町民や関係機関の皆様に支えられてきた思い出

いっぱいの７年間でした。これからは教育行政責任者として、人情あふれる南

幌町の気質を生かしながら「認めあい、支えあい、学びあい」の３つの「あい」

を大切に、大人も子どもも共に育ちあう町づくりに努めてまいります。微力で

はありますが、誠心誠意使命を果たす所存ですので、皆様のご協力とご支援を

よろしくお願い申しあげます。

西田篤人氏～就任の挨拶～

主な経歴

平成 23 年　夕張太小学校教頭

平成 24 年　南幌小学校教頭

平成 29 年　南幌小学校校長

令和２年　滝川第三小学校校長
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区　分 助成額

転入者

　�みどり野団地限定区画美園地区および、みどり野きた住まいるヴィレッ

ジ区画
200 万円

　みどり野団地西町・緑町・東町地区 100 万円

　上記以外 50 万円

既町民

　�みどり野団地限定区画美園地区および、みどり野きた住まいるヴィレッ

ジ区画
100 万円

　みどり野団地西町・緑町・東町地区 50 万円

　上記以外 25 万円

※みどり野団地とは、北海道住宅供給公社が保有する分譲宅地を指します。

※転入者とは転入日前に１年以上町外に居住していた方の事を指します。

紹介キャンペーン実施中！紹介キャンペーン実施中！

　　町内に居住している方が宅地町内に居住している方が宅地

購入者をご紹介していただいた購入者をご紹介していただいた

場合に北海道住宅供給公社より場合に北海道住宅供給公社より

「３万円相当の商品券」を贈呈し「３万円相当の商品券」を贈呈し

ます。ます。

事業の活用を検討されている方はお事業の活用を検討されている方はお

早めにご相談ください！早めにご相談ください！

　近年、当事業は好評が続き、問合せを多数　近年、当事業は好評が続き、問合せを多数

いただいております。いただいております。

　助成事業を活用される方、移住を検討され　助成事業を活用される方、移住を検討され

ている方は、お早目にご相談ください。ている方は、お早目にご相談ください。

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助
成
事
業

令和５年度
令和５年度

受付開始
受付開始！！

　

本
町
で
は
、
子
育
て
世
代
の
マ
イ
ホ
ー
ム
づ

く
り
を
応
援
す
る
た
め
、
「
南
幌
町
子
育
て
世
代

住
宅
建
築
費
助
成
事
業
」
を
令
和
６
年
３
月
31

日
ま
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
助
成
額
に
つ
い
て

は
下
表
の
と
お
り
で
す
。

▽�

対
象
者　

中
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
が
い
る

世
帯
ま
た
は
夫
婦
と
も
に
年
齢
が
40
歳
未
満

の
世
帯

▽�

対
象
住
宅　

自
己
の
居
住
用
の
住
宅
で
、
台

所
・
便
所
・
浴
室
及
び
居
室
を
有
し
、
住
宅

部
分
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
の
新
築
住
宅
（
別

荘
な
ど
一
時
的
に
使
用
す
る
も
の
及
び
賃
貸

住
宅
は
除
き
ま
す
）

▽�

助
成
要
件　
　

　

■�

南
幌
町
に
５
年
以
上
定
住
す
る
意
思
を

持
っ
て
住
民
登
録
す
る
こ
と

　

■�

助
成
金
の
認
定
申
請
書
の
提
出
後
１
年
以

内
に
住
宅
の
建
築
工
事
が
完
了
す
る
こ
と

　

■�

建
築
工
事
完
了
後
、
速
や
か
に
入
居
す
る

こ
と　

な
ど

まちづくり課地域振興グループ（☎０１１～３９８～７０２１）
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■
50
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽�

南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費
助

成
事
業
を
利
用
し
、
み
ど
り
野
団
地

の
宅
地
を
購
入
し
、
住
宅
を
建
築
す

る
世
帯

※
各
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
併
用
は

で
き
ま
せ
ん
。

■
30
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
割
引

�　

�

18
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯

ま
た
は
65
歳
以
上
の
方
が
入
居
・
同

居
す
る
世
帯

▽
地
元
割
引　

　

�

町
民
ま
た
は
町
民
で
あ
っ
た
方
や
町

内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
が
入
居
・

同
居
す
る
世
帯

※�

各
30
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
併
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

■
そ
の
他
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

▽
複
数
区
画
購
入
割
引

　

�

複
数
区
画
同
時
購
入
時
に
、
２
区
画

10
％
割
引
、
３
区
画
20
％
割
引

※
30
％
割
引
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
併

用
可
。
併
用
す
る
と
最
大
50
％
割
引

■
問
合
せ

①�

北
海
道
住
宅
供
給
公
社
・
販
売
担
当

（
☎
２
８
１
～
３
７
１
２
）

②�����

ま
ち
づ
く
り
課
地
域
振
興
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
２
１
）

　

令
和
５
年
度
の
み
ど
り
野
団
地
の
宅

地
分
譲
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
町
で
実
施
す

る
「
南
幌
町
子
育
て
世
代
住
宅
建
築
費

助
成
事
業
」
と
連
動
し
、
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
が
い
る
世
帯
ま
た
は
夫
婦

と
も
に
40
歳
未
満
の
世
帯
で
み
ど
り
野

団
地
の
宅
地
を
購
入
し
、
新
た
に
住
宅

を
建
築
す
る
方
を
対
象
に
、
土
地
の
価

格
を
定
価
よ
り
50
％
割
引
と
す
る
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
・
高
齢
者
支
援
、
地

元
割
引
な
ど
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
昨
年

度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ら

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
ご
利
用
に
よ
り
１
区

画
100
万
円
台
か
ら
宅
地
を
購
入
で
き
る

お
得
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
み
ど
り
野
団
地
分
譲
概
要　

▽
分
譲
受
付　

先
着
順
随
時　

▽�

区
画
面
積　

１
区
画
平
均
315
㎡
（
約

95
坪
）

▽�

分
譲
価
格　

平
均
１
５
，
２
０
０
円

／
㎡ 

最
多
分
譲
価
格
帯
400
万
円
台

※�

住
宅
供
給
公
社
の
募
集
要
領
に
基
づ

き
、
建
築
で
き
る
建
物
は
、
一
戸
建

て
専
用
住
宅
と
な
り
ま
す
。

■
建
物
を
建
て
る
と
き

　
町
内
で
住
宅
な
ど
の
新
築
・
増

築
・
改
築
を
行
う
と
き
は
、
建
築

基
準
法
の
規
定
に
よ
り
、
事
前
に

建
築
確
認
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
な
お
、
準
防
火
地
域(

お
お

よ
そ
、
ま
ち
の
商
店
街
地
域)

以

外
で
10
㎡
以
下
の
増
改
築
を
行
う

場
合
は
、
確
認
の
手
続
き
が
省
略

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ

の
場
合
で
も
建
築
基
準
法
や
ほ
か

の
法
令
な
ど
に
適
合
し
て
い
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
建
物
を
解
体
す
る
と
き

　
建
設
工
事
に
も
「
リ
サ
イ
ク
ル
」

(

再
資
源
化)

が
必
要
と
な
り
ま

す
。
住
宅
や
建
物
の
解
体
工
事
等

は
廃
棄
物
を
分
別
解
体
し
、
再
資

源
化
す
る
こ
と
が
義
務
化
さ
れ
て

い
ま
す
。
工
事
の
発
注
者
も
、
下

記
の
一
定
規
模
以
上
の
工
事
に
つ

い
て
は
、
工
事
着
手
の
７
日
前
ま

で
に
届
出
書
な
ど
必
要
な
手
続
き

を
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い(

自
ら
解
体

工
事
等
を
行
う
方
も
含
み
ま
す)

。

◇
建
築
物
の
解
体
…
80
㎡

◇
建
築
物
の
新
築
・
増
築
…
500
㎡

◇�

建
築
物
の
修
繕
・
リ
フ
ォ
ー
ム

等
…
１
億
円

◇
そ
の
他
の
工
作
物
に
関
す
る
工

事
…
500
万
円(

土
木
工
事
等)

■
地
震
に
対
す
る
診
断
等

　
過
去
の
大
き
な
震
災
で
は
、
昭

和
56
年
６
月
の
建
築
基
準
法
改
正

よ
り
前
に
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅

に
、
大
き
な
被
害
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
改
正
後
に
建
て
ら
れ
た
住

宅
に
比
べ
、
耐
震
性
が
低
い
こ
と

が
原
因
で
す
。
改
め
て
、
ご
自
宅

の
耐
震
性
を
確
認
す
る
た
め
に
、

町
が
行
う
木
造
住
宅
を
対
象
と
し

た
無
料
耐
震
診
断
な
ど
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

■
問
合
せ
…
都
市
整
備
課
都
市

施
設
グ
ル
ー
プ(

☎
３
９
８
～

７
２
２
６)

住
宅
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す

南幌ニュータウンみどり野
先着順随時受付中 !!

　

町
で
は
、
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
住
ま
い
に
関
し
て
の
相
談

窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
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＼各助成事業の紹介／

◆空き家等解体助成事業について◆

■�募集期間及び募集方法…令和５年４月３日～令和

６年１月 31 日まで先着順で募集（予算額に達し

次第締切）

■対象要件…次の条件を全て満たすもの。

　・個人が所有する建築物であること。

　・公共事業等の補償の対象となっていないこと。

　・�空き家等及び土地に所有権以外の権利が設定さ

れていないこと。

　・�解体事業者については、解体工事業を有する町

内に事業所、営業所を持つ法人及び町内で営業

する個人事業者であること。

　・�対象建築物及びその敷地内の門、塀、樹木等を

全て解体及び除却すること。

　・同一敷地内の建替えではないこと。

　・令和６年２月29日までに工事が完了できること。

■対象者…次の条件を全て満たす方

　・�空き家等の登記事項証明書等に所有者として記

録されている者又は所有者の相続人

　・暴力団に所属していないこと。

　・世帯全員が町税等を滞納していないこと。

■助成金額…解体に要した費用の 10％

　　　　　　※限度額 15 万円　

　　　　　　※空き家等１戸につき１回

※�申請様式は役場１階都市整備課窓口で受け取る

か、ホームぺージからダウンロードしてください。

◆中古住宅購入費助成事業について◆

■�募集期間及び募集方法…令和５年４月３日～令和

６年２月 29 日まで先着順で募集（予算額に達し

次第締切）

■�対象となる中古住宅（併用住宅含む）…次の条件

を全て満たすもの。

　・�昭和 26 年６月１日以降に着工した住宅又は耐

震診断の結果により、建築基準法等の規定に適

合していると認められる住宅

　・適正な居住室を有する住宅

■対象者…�住民票異動後から１年以内の助成制度実

施期間中、次の条件を全て満たす方

　・�令和４年４月１日以降に自己の居住のために中

古住宅を購入及び移転登記を行い、直ちに居住

する者

　・�２親等（祖父母・孫・兄弟姉妹）内の親族から

の購入ではないこと。

　・宅地建物取引士の仲介によること。

　・世帯全員が町税等を滞納していないこと。

　・暴力団に所属していないこと。

■助成金額…購入に要した費用の 20％　

　　　　　　※限度額 25 万円　

　　　　　　※�過去にこの要綱による助成金の交付

を受けていないこと。

※�申請様式は役場１階都市整備課窓口で受け取る

か、ホームぺージからダウンロードしてください。

◆住宅リフォーム助成事業について◆

■申込期間…�令和５年 4 月３日～４月 28 日　8 時

30 分～ 17 時　※受付順は、抽選によ

り決定します。

▲対象者…次の条件を全て満たす方

　・南幌町民であること。

　・�住宅の所有者であり、当該住宅に居住している

こと。

　・世帯全員が町税等に滞納がないこと。

　・暴力団に所属していないこと。

■助成金額…工事費用の 20％　

　　　　　　※限度額 30 万円

　　　　　　※同一住宅及び同一人につき 1回

▲対象工事…�町内にある住宅で、次の条件を全て

満たす工事

・助成金の決定前に工事に着手していないこと。

・令和６年 2月 29 日までに工事が完了できること。

・工事費が 30 万円（税込）以上であること。

・�住宅リフォーム（増築、改築、修繕、耐震改修、

融雪設備設置工事）に係る工事であること。

■�施工業者…町内に事業所、営業所を持つ法人や

町内で営業している個人事業者で、町の資格登

録を受けている者（町ホームページに掲載して

います）

■申請・問合せ…都市整備課都市施設グループ

　　　　　　　　（☎０１１～３９８～７２２６）
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＼各助成事業の紹介／
南幌町ゼロカーボンシティを宣言しました

　近年、二酸化炭素などの温室効果ガス排出量が増加

し、地球温暖化が進んでいます。

　国では令和 2 年 10 月に「2050 年までに、カーボン

ニュートラル、脱炭素社会の実現を目指す」ことを宣

言しています。

　本町においても、豊かな自然環境を次世代に引き継

いでいくため、2050 年までに温室効果ガスの排出量を

実質ゼロにする「南幌町ゼロカーボンシティ」を 3 月 8

日の第１回議会定例会で宣言しました。

南幌町ゼロカーボンシティ宣言

～２０５０年までに温室効果ガス排出量実質ゼロを目指して～

　近年、地球温暖化が原因とされる世界的な気候変動は、深刻な自然災害をもたらしており、国内にお

いても平均気温の上昇、集中豪雨や大型台風などによる被害、農作物や生態系への影響が観測され、地

球温暖化対策は喫緊の課題となっています。

　２０１５年１２月に採択されたパリ協定では、「世界の平均気温の上昇を産業革命前に比べて１．５℃

までに抑える努力をする」ことが国際的な目標として広く共有され、この目標を達成するためには、

２０５０年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにすることが必要とされています。

　我が国では、２０５０年までにカーボンニュートラル、脱炭素社会の実現を目指すことが宣言され、

北海道においても、地域資源を最大限活用しながら、脱炭素化と経済の活性化や持続可能な地域づくり

を同時に進める「ゼロカーボン北海道」の実現を目指すこととしています。

　このような国内外の動向を踏まえ、南幌町においても、これまで公共施設への再生可能エネルギーの

導入や省エネルギーの実践などに取り組んできましたが、町民や事業者、町が一体となり、さらなる地

球温暖化対策を推進することが必要です。

　先人から受け継がれた南幌町の豊かな自然環境と美しい田園風景を守り、未来を担う次世代へと引き

継ぐため、２０５０年までに温室効果ガス排出量を実質ゼロにする「南幌町ゼロカーボンシティ」の実

現を目指すことをここに宣言します。

　令和５年３月８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　南幌町長　大　崎　貞　二

広 告

◎清掃スタッフ大募集◎
　　　　～未経験ＯＫ！主婦（夫）さん大歓迎‼～

【仕事内容】　施設内の清掃業務をお任せします。
　　　　　・居室のモップがけ　・廊下共用部分　など

【勤 務 地】　�南幌町元町２丁目２番２号（特別養護老人ホーム南
幌みどり苑）

【時　　間】　・８時～ 11 時 30 分（実働３時間 /休憩 30 分）
　　　　　　・８時～ 17 時（実働７時間 /休憩２時間）

【給　　与】　時給 920 円　　　　　　　※勤務時間は要相談
【待　　遇】　�交通費規定支給、扶養控除内勤務可、車通勤可、

制服・靴貸与
【応　　募】　まずは気軽にお電話ください。

株式会社特殊衣料（☎０１１～６６３～０７６１）　

担当 /石崎、齋藤〒 063-0834　札幌市西区発寒 14 条 14 丁目 2-40

申込・問合せはこちらから！　

ウェンディ―・リー　Email：wlee1022@gmail.com 

広 告

英語教室
inなんぽろ

☆英語でおしゃべりサロン
日　時…４月 21 日（金）　10 時～ 11 時

場　所…ぽろろ３階　研修室２

参加料…1,000 円

☆ベビークラス（０～３歳 親子向け）

日　時…４月 28 日（金）　10 時～ 11 時
（30 分レッスン /30 分フリータイム）

場　所…ぽろろ２階交流室

参加料…1,000 円
▲ホームページ
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第 20 回統一地方選挙

北海道知事、北海道議会議員選挙

南幌町議会議員選挙

投票日：４月９日（日）　投票時間：７時～ 19 時

開票場所：農村環境改善センター（20 時から）

投票日：４月23 日（日）　投票時間：７時～ 19 時

開票場所：農村環境改善センター（20 時から）

【南幌町選挙管理委員会☎３７８～２１２１】

　道政・町政を決める大切な選挙です。

有権者皆さんの一票を大切にし、棄権や不正のない選挙にしましょう。

※告示日の４月 18 日（火）17 時頃に立候補卯届出状況の無線放送でお知らせします。

◇南幌町で投票できる方

●北海道知事選挙及び北海道議会議員選挙

　【年齢要件】

　平成 17 年４月 10 日以前に生まれた方（令和５年４月９日現在で満 18 歳以上）

　【住所要件】

　・北海道知事選挙…令和５年３月 22 日現在で３カ月以上本町に引き続き住民登録をされている方

　　（令和４年 12 月 22 日以前の転入届者）

　・北海道議会議員選挙…令和５年３月 30日現在で３カ月以上本町に引き続き住民登録をされている方

　　（令和４年 12 月 30 日以前の転入届者）

　・共通事項…令和４年 12 月９日以後に転出したが、転出先の選挙人名簿に登録されていない方

●南幌町議会議員選挙

　【年齢要件】

　平成 17 年４月 24 日以前に生まれた方（令和５年４月 23 日現在で満 18 歳以上）

　【住所要件】

　令和５年４月 17 日現在で３カ月以上本町に引き続き住民登録をされている方

　（令和５年４月 23 日現在で満 18 歳以上）　

　※期日前までに転出された方は投票できません。

◇体の不自由な方は「代理投票」ができます

　選挙人が身体の不自由や様々な事情から投票用紙に自書できない場合は、代理投票が認められていま

すので、投票所で係員に申し出てください。なお、内容についての秘密は厳守されます。
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期日前投票・不在者投票をご利用ください
◇期日前投票

　投票日に仕事、旅行、レジャー、冠婚葬祭などで投票できない方は、期日前投票ができます。

　期日前投票をする方は、入場券裏面の「宣誓書」に必要事項を記入の上、期日前投票所にお持ちくだ

さい。手続きが早く済みますのでご協力をお願いします。

　日時　北 海 道 知 事 選 挙…３月 24 日（金）～４月８日（土）　８時 30 分～ 20 時

　　　　北海道議会議員選挙…４月１日（土）～４月８日（土）　８時 30 分～ 20 時

　　　　南幌町議会議員選挙…４月 19 日（水）～４月 22 日（土）８時 30 分～ 20 時

　場所　期日前投票所及び不在者投票所（役場庁舎 1階オープンスペース）

◇不在者投票

　投票日に投票所に行くことができず、かつ期日前投票もできない方は、次の投票方法があります。こ

の場合は、投票用紙の請求など郵便で行いますので早めの手続きをお願いします。

・指定施設（病院や老人ホームなど）に入院や入所している方、身体に重度の障がいのある方

・南幌町以外の住所に長期滞在（仕事や旅行など）している方

※投票日に 18 歳を迎えるが、期日前投票期間にまだ 17 歳の方は不在者投票になります。

◇買収・もてなしなど公職選挙法にご注意を

　選挙運動のために買収したり飲食物をごちそうされたり、戸別訪問をして投票に関し

て依頼することは法律で禁止されています。また、候補者に対する「デマ」をとばしたり、

選挙人を脅したりする行為、あるいは選挙運動用ポスターを破ったりすると法律違反の

罪で処罰されますので、このような行為は絶対にしないようにし、私たち一人ひとりの手で、明るく正

しい選挙にしましょう。

◇場　所◇
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広 告 広 告 広 告 広 告

フラダンスフラダンス
　無料体験レッスン　無料体験レッスン

○日　時…４月 20 日○日　時…４月 20 日
　　　　　10 時～ 11 時 30 分　　　　　10 時～ 11 時 30 分

○場　所…○場　所…改善センター研修室１改善センター研修室１
○持ち物…�T シャツ、汗拭きタ○持ち物…�T シャツ、汗拭きタ

オル、飲み物オル、飲み物
※�体験時はパウスカートをお貸※�体験時はパウスカートをお貸

しします！しします！

Hula Wana'ao
☎ 090-2813-7758問合せ

高度先進地域医療の推進に関する協定について
　南幌町・江別市・当別町・新篠津村は、高度先進地域医療の実現による地域医療の充実・発展を

目的とした「江別・南空知先端医療推進協議会」を設立し、連携を行うため協定を締結しました。

◎連携事項

　・�札幌医科大学との連携による研修医の育

成支援や共同研究の実施

　・�先進的な医療の実現に向けた産学官連携・

協同の推進

　・先端医療についての普及・啓発活動

　・医師の教育・指導の充実に係る支援活動

　・�その他の高度先進地域医療の推進に関す

ること

◎高度先進地域医療とは

　高度のデジタル技術（ＩＣＴやＡＩなど）

を活用しながら、患者に寄り添う姿勢を追及

するこれからの地域医療の在り方。

企業版ふるさと納税のご寄附をいただきました。
　2 月 24 日（金）「企業版ふるさと納税」対

象事業にご寄附をいただいた株式会社セイ

コーマート様へ感謝状を贈呈しました。企業

版ふるさと納税とは、町外に本社がある企業

が、寄附を通じて自治体の地方創生の取組み

を応援するものです。

　いただいた寄附金は、南幌町まち・ひと・

しごと創生推進計画の事業として子ども室内

遊戯施設の整備に活用させていただきます。

　株式会社セイコーマート様は南幌町内でも

２店舗を展開し、地域特産品のブランド力向

上にもご尽力をいただいており、北海道内の

多くの自治体に対し企業版ふるさと納税によ

る寄附を行っています。
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●今後の接種について（３月９日現在）

　３月７日（火）に開催された厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会において、令和５年度の新型コ

ロナワクチン接種の在り方が示されました。

≪コロナワクチン接種の目的≫

　新型コロナウイする感染症による重症者を減らすことを目的とします。高齢者・基礎疾患のある人等の

重症化リスクの高い人を主な対象としながら、それ以外のリスクが高くない人を含む全ての人に接種機会

を確保します。

≪費用負担≫

　特例臨時接種の延長（令和６年３月 31 日まで）に伴い、自己負担なしで接種できます。

≪接種スケジュール≫

　下記表のとおりです。

≪接種券≫

　オミクロン株ワクチンによる接種を終えている方については、上記接種スケジュールに間に合うよう接

種券を作成する予定です。詳細については、広報５月号でお知らせします。

　まだ未使用の接種券がお手元にある方は、引き続き使用できますので、保管お願いします。

●引き続きコロナワクチン問合わせ窓口をご利用できます！

　広報３月号でお知らせしていた、新型コロナワクチン問合せ窓口（☎０１１～３７８～３０２２）及び

新型コロナワクチン予約システムの閉鎖については、国の方針に合わせて集団接種が令和５年５月頃より

再開されることに伴い、継続実施することになりました。引き続き、ご利用が可能となります。

新型コロナワクチン接種のお知らせ
            　　　　コロナワクチンお問合せ窓口 (あいくる内）（ ☎３７８～３０２２) 
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　児童手当は次世代の社会を担う児童の発達や成長を応援するため、児童を養育している方に支給される

手当です。　

◇対象児童…０歳から中学校卒業（15 歳に達する年度の３月 31 日まで）までの児童

◇支給月額…下記表のとおり

　※�所得額等により児童手当を受けられない場合があります。詳しくは町ホームページをご覧になるか、

　　下記まで問合せください。

◇支 給 月…６月、10 月、２月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇注意事項…次の方は、申請手続きが必要です。

　　　　　　・出生などで新たに養育する児童が増えた方　・南幌町に転入した方

　　　　　　・南幌町から転出する方

　　　　　　・�３歳未満のお子さんがいる方で年金の種類が変わった方（厚生年金⇒国民年金、国民年金⇒

厚生年金）

　　　　　　※公務員の方は勤務先に申請してください。

　　　　　　※�退職などにより公務員でなくなった場合は、異動日（退職日）の翌日から起算して 15 日以

内に住所地の市町村への申請が必要です。

　　　　　　※申請が遅れると遅れた月分の手当が受けられませんのでご注意ください。

◇問 合 せ…保健福祉課福祉障がいグループ（あいくる内）（☎３７８～５８８８）

区　分 支給額

３歳未満 15,000 円（一律）

３歳以上～小学生（第１子、第２子） 10,000 円

〃　　　　　　　 （第３子以降） 15,000 円

中学生 10,000 円（一律）

特例給付（所得制限を超えた場合） 　5,000 円（一律）

児童手当について

町ホームページ

　童扶養手当は父母の離婚などで、父または母と生計を同じくしていない児童がいるひとり親家庭の生活の

安定と自立の促進に寄与し、児童の福祉の増進を図ることを目的として支給される手当です。

◇支給要件…�次のいずれかに該当する 18 歳に達する年度の３月 31 日までの児童（または 20 歳未満の障がい

のある児童）を監護し、生計を同じくしている父（母）、または父母にかわって児童を養育して

いる養育者に支給されます。

　　　　　　・父母が婚姻を解消した児童　・父（母）が一定程度の障がいの状態にある児童

　　　　　　・父（母）が死亡した児童　　・父（母）の生死が明らかでない児童

　　　　　　・�その他、父（母）から１年以上遺棄されている児童、父（母）が裁判所からのＤＶ保護命令を

受けた児童、父（母）が１年以上拘禁されている児童、婚姻によらないで生まれた児童など

　　　　　　※�支給要件に該当していても、「児童が児童福祉施設などに入所している」「受給資格者及び同

居扶養義務者の所得が制限を超えている」など、手当が支給されない場合があります。

◇手当月額…�受給資格者（ひとり親家庭の父または母など）の所得や、監護・養育する児童の数により決ま

ります。（４月から下記の額に改定）

　※�所得額等により手当を受けられない場合があります。詳しくは町ホームページをご覧になるか、下記ま

で問合せください。

◇支 給 月…１月、３月、５月、７月、９月、11 月に、それぞれの前月分までの手当を支給します。

◇必要なもの…�申請には、受給資格者及び該当する児童の戸籍謄本（抄本）、その他必要書類がありますので、

事前に問合せください。

◇注 意 事 項…下記に該当する方は手続きが必要です。

　　　　　　　・離婚等により支給要件に該当することとなった方　・婚姻した方

　　　　　　　・南幌町から転出する方　　　　　　　　　　　　・南幌町内で引越した方

◇問 合 せ　保健福祉課福祉障がいグループ（あいくる内）（☎３７８～５８８８）

区　　分 全部支給 一部支給

児童１人目 44,140 円 44,130 円～ 10,410 円

児童２人目　　（加算額） 10,420 円 10,410 円～ 5,210 円

児童３人目以降（加算額）  6,250 円 6,240 円～ 3,130 円

児童扶養手当について

町ホームページ
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　今後の「あいるーと」運行改善に向けた参考にさせていただくためにア

ンケート調査を実施します。本誌に折込みしているアンケート用紙の提出

か、下記２次元コードを読取り、Google フォームで回答することもできま

す。「あいるーと」をより良いものとするために皆様のご協力を宜しくお

願いします。

●回答方法…① Google フォームより回答

　　　　　　②アンケート用紙を提出

　　　　　　　・�まちづくり課窓口・郵送・意見箱（役場、あいくる、ぽろろ、ふれあい館に設置）へ投函・

FAX 送信（３７８～２１３１）

●問 合 せ…まちづくり課企画情報グループ（☎３９８～７０１９）

夕鉄バス路線の廃止について

　夕鉄バスを運行している夕張鉄道株式会社より、南幌町内を経由し運行しているバス路線の内、栗山・夕

張方面を発着地とする下記の２路線について、令和５年 10 月１日より廃線とする意向が示されました。

　廃線の理由として、新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減少と慢性的な運転士不足に加え、

原油価格の高騰などの要因により路線バスの運行を維持することが困難となったものです。

　なお、「南幌町東町～新さっぽろ駅前」の路線については、運行が継続されることに加え、廃線となる２

路線に代わり、一部増便となる予定です。

　詳細が決まりましたら、改めてお知らせいたします。

廃線予定路線…●新夕張駅前⇔栗山駅前⇔南幌町⇔新さっぽろ駅前

　　　　　　　　→減便数（平日３便、土日祝３便）

　　　　　　　●栗山駅前⇔南幌町⇔新さっぽろ駅前

　　　　　　　　→減便数（平日４便、土日祝２便）

増便予定路線　●南幌町東町⇔新さっぽろ駅

　　　　　　　　→増便数（平日２便　土日祝２便　※土日祝は下りのみ増便）

夕張市 栗山町 南幌町 江別市 新さっぽろ駅

「あいるーと」に関する意見をお聞かせください！

広 告

緑の募金活動にご協力ください！

４月 15 日（土）から５月 31 日（水）まで ｢ 緑の募

金運動 ｣ が実施されます。この募金は国や道の緑化

活動のほか、南幌町内の花壇造成や

施設等への植樹に活用しています。

募金箱は各施設等に設置されますの

で、本年においてもより良い環境緑

化のために、町民皆さんのご協力を

お願いします。

廃止

増便
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介護者サロンへ参加しませんか

介護者同士が、介護に関しての情報交換や気持ちを共有できる場です。
昨年度までは不定期での開催となっていましたが、令和５年度より介
護者支援の一環として、毎月１回「介護者サロン」を開催します。参
加者からは、介護者同士での会話がリフレッシュになるとの声をいた
だいています。
◆日　時…４月 28 日（金）13 時～ 15 時　
　　　　　※５月以降の日程は広報誌内情報カレンダーを確認ください
◆場　所…あいくる２階教養娯楽室
◆対象者…�家族を介護している方や介護した経験のある方・介護に関心

のある方
◆問合せ…�保健福祉課高齢者包括グループ（あいくる内）

（☎３７８～５８８８）

詳細はホーム

ページをご覧

ください

令和５年度

まちづくり活動支援事業

協働のまちづくりを推進するため、地域の課題解決などに取り組む活動を積極的に応援します。

この事業は、「地域おこしのために、こんなことをやってみたい」など、町内団体が自主的に取り組

む公益的で非営利かつ特色ある活動に対して、本町の個人町民税現年課税予算額の１％相当の額を活

用して助成するものです。

　なお、団体が円滑な事業推進のために町からアドバイスなどの支援が必要な場合は町でサポートす

ることもできます。また、既存の団体活動事業であっても、この補助金を活用して新たな工夫が加え

られる事業も対象となります。

まちづくり活動

支援事業とは？

◆申請受付期間…１次募集…４月３日（月）～５月 12 日（金）

　　　　　　　　２次募集…７月３日（月）～８月 10 日（木）

　　　　　　　　３次募集…９月１日（金）～ 10 月 13 日（金）

　　　　　　　　４次募集…11 月１日（水）～ 12 月８日（金）

◆実施事業期限…2024 年（令和６年）３月 31 日（日）までに完了する事業

申請について

　申請する前に、事業の趣旨や事業メニュー、補助対象経費、審査会や報告会、役場関係課による

サポート希望の有無などについて事前に説明や確認をしておく必要がありますので、申請をお考え

の団体は必ず事前にお問い合わせください。

　申請団体には、審査会において、事業内容のプレゼンテーションをしていただき、採択の可否及

び補助金額の審査を行います。申請多数の場合は審査会で評価の高い事業から採択の可否が決定さ

れます。なお、本年度は原則として、審査会を経て正式に事業の採択及び補助金の交付が決定して

から事業開始となります。

　また、年度末頃に実施団体が事業の成果や波及効果などの発表を行う報告会も予定しています。

◆問合せ…まちづくり課企画情報グループ（☎３９８～７０１９）

事前にご相談ください！

　まちづくり活動支援事業には様々な補助メニューがあります。補助メニューの中には「町内会等

活動推進支援助成事業」もあり、町内会活動にも活用できる場合があります。是非ご活用ください！

　その他のメニューや、詳しい要綱等はホームページからご覧になるか、まちづくり課企画情報グ

ループまで問合せください。

様々な補助メニューがあります！

「あなたのチャレンジを応援します！」
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南幌町長　

大崎　貞二

「新年度がスタートします」

　皆さんこんにちは。桜の便りが各地か

ら届く今日このごろ、町民の皆さん、い

かがお過ごしでしょうか。

４月に入り新年度がスタートしました。私も心を新たに、身を引き締めて町政運営

を進めてまいります。来月にはいよいよ「はれっぱ」がオープンします。子ども達

の元気な声や姿、たくさんの方々が交流や活動されることを期待しているところで

す。また、入学シーズンでもあり新入生の姿もみかけることとなりますので、安全

安心に学校へ通えるよう、地域全体で見守っていきたいと思っています。

　「南幌高等学校

　　　卒業証書授与式」

　南幌高校最後の卒業式

が挙行され、立派に成長

された６名の卒業生に期

待を込めてお祝いを述べ

ました。

　「はれっぱ視察」

　建築工事及び設備・大

型遊具の設置などが終了

した、子ども室内遊戯施

設「はれっぱ」の施設内

を視察しました。

「三好富士夫名誉町民

　　　　　　　との懇談」

　名誉町民章授与式のあ

と、三好富士夫氏、奥様の

チズ子氏と、子育て世代住

宅の建築状況など町の状

況について懇談を行いま

した。

　「文化協会 50 周年

　　　　　　　記念式典」

　町の文化事業を推進し、

発展を遂げられた文化協

会の記念式典に出席し、総

合文化展をはじめ、長年の

ご尽力に感謝しました。

３月１日（水）

３月 16 日（木）

３月 15 日（水）

３月 18 日（土）

Vol.２Vol.２

南幌町の農家さんを紹介‼
　今回ご紹介するのは、令和元年度に新規就農を行った今田　裕

ひろのり

寛さん

（41 歳）です。

　今田さんは町の新規就農者支援住宅に住みながら、南幌町中樹林地区で 183a の面

積を経営しています。元々農業に興味があり、前職である南幌町農業協同組合を離

職後、地元広島県で新規就農を目指し農業研修を受けていましたが、就農予定地が

西日本豪雨にて被災し、就農の目処が立たなくなりました。その際、南幌町の農家か

らご縁をいただき、新規就農に至りました。

　農業経営はハウス栽培（ビニールハウス等の施設で作物を栽培する方法）を主とし

て行っており、農業次世代人材投資事業（国補助金）を活用しながら、ハウス 1 棟か

ら年々増設していき、今年で 10 棟になる予定です。

　作付品目は「小松菜」を中心に「しょうが」、「ブロッコリー」、「長ねぎ」を作付し

ており、先輩農家から助言をいただいたりしながら、日々試行錯誤の上、美味しい野

菜を作っています。

「しょうが」は町内の一
部飲食店にて季節限定で
取り扱われています！

町長コラム

行政相談委員について
　４月１日付けで総務大臣より行政相談委員として新たに、大栗良治さん（６

区）が委嘱されました。

　行政相談委員は、行政と皆さんのパイプ役となり、毎日の暮らしの中で、

役場の仕事に対する疑問や相談などのに応じています。相談は無料で、秘密

は固く守られます。

◆開催日時…毎月第３水曜日　９時～ 12 時

◆開催場所…あいくる　相談室

◆相談員…行政相談委員　大栗　良治

◆問合せ…まちづくり課企画情報グループ（☎３９８～７０１９）
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店舗所在地：
南幌町栄町１丁目２－７

協 力 隊　　だ よ り
VOL.４
2 0 2 3

南幌町地域おこし協力隊

南幌町の

魅力発見

町おこし

いいね！やコメントも、お寄せいただけ

たら嬉しいです！

みなさんの口コミ・意見・相談を

お待ちしております！

https://www.instagram.com/chikioko.nanporo/

Instagram

QR コード

地域おこし協力隊《担当：宮嵜》

SOUTH

移住体験住宅がついに完成！

わが町の商品が北海道ボールパークに！

～2022 年 12 月に OPEN した店舗を取材！～

地域おこし協力隊の佐々木隊員は任期２年目で起業し、

合同会社 SOUTH を地域商社として立ち上げ、

同年には町内の空き店舗を活用し、店舗兼事務所として

オープンしました。

現在は、ハントヴェルクのソーセージやベーコンのみの

直売です。今後は道内のクラフトビールを中心としたお酒

を販売も出来るように調整しているそうです。

佐々木隊員は、ハントヴェルクのソーセージが大好物で

自分が販売する側になった事が嬉しいと喜んでいました。

北広島にある北海道ボールパーク Fビレッジ内 THE LODGE ２階に

ある HUB というセレクトショップに、地域おこし協力隊厳選コーナー

『ハブコレ！』の記念すべき第一弾として南幌町と江別市の商品が３ヶ

月程度の期間限定で並んでいます。

今回、私が代表商品として選んだものは、農猿さんの非加熱の生はち

みつと Kinari さんの南幌産の食材を使用した焼き菓子です！

HUB を通して南幌町を沢山の方に知っていただき、実際に南幌町を訪

れる方が増えることを願っています！

南幌町へ移住を検討されている方が、利用できる施設

です。北海道の気候に適した住宅性能『北方型住宅

2020』を採用した住宅となっています。

２月末で完成し、３月10日に家具家電を搬入しました。

４月 20 日（木）より移住体験の受入れ開始となります。

外壁の赤い壁には道南杉が使われています。

営業日、商品についてやイベント情報は
Instagram にて発信しています！
お散歩やお買い物のついでに、ぷらっと立ち
寄って頂けたら嬉しいです！
お待ちしております♪　　　　Instagram はこちら➡

看板が OPEN の

　　　目印です！
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夕
張
市
、
栗
山
町
、
由
仁
町
、
長
沼
町
、
南

幌
町
、
札
幌
市
、
江
別
市
、
北
広
島
市
、
石

狩
市
）
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
あ
い
る
ー
と
で

利
用
で
き
ま
す
。
※
右
記
の
市
町
で
も
加
盟

し
て
い
な
い
会
社
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
福
祉
障
が
い
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）
（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
い
る
ー
と
」
の

利
用
運
賃
に
つ
い
て
、
４
月
１
日
よ
り
次
の

通
り
変
更
し
ま
す
。

▽�

障
害
者
運
賃
に
つ
い
て

　

・�

障
害
の
等
級
を
問
わ
ず
、
次
の
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
い
る
全
て
の
方
が
障
害

者
運
賃
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
　

①
身
体
障
害
者
手
帳

　
　

②
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　
　

③
療
育
手
帳

　

※�

運
賃
支
払
い
の
際
に
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
手

帳
の
提
示
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

新
に
「
南
幌
町
健
康
チ
ケ
ッ
ト
」
が
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

・�

あ
い
る
ー
と
の
運
賃
支
払
い
に
使
え
る

利
用
券
等
は
次
の
通
り
で
す
。

　
　

①
福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券

　
　

②�

高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
券

　
　

③
南
幌
町
健
康
チ
ケ
ッ
ト
（
追
加
）

▽�

問
合
せ
　
ま
ち
づ
く
り
課
企
画
情
報
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
０
１
９
）

▽�

免
除
期
間

　

・�

出
産
予
定
月
ま
た
は
出
産
月
の
前
月
か

ら
出
産
月
の
翌
々
月
ま
で
の
４
ヵ
月
間

　

・�

多
胎
の
場
合
は
、
出
産
予
定
月
ま
た
は

出
産
月
の
３
ヵ
月
前
か
ら
６
ヵ
月
間

（
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
か
ら
４
月

の
方
は
平
成
31
年
４
月
分
か
ら
免
除
）

　

※�

出
産
と
は
妊
娠
85
日
（
４
ヵ
月
）
以
上

の
出
産
を
い
い
ま
す
。
（
死
産
、
流
産
、

早
産
含
む
）
ま
た
、
産
前
産
後
期
間
と

し
て
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、
保
険
料
を

納
付
し
た
も
の
と
し
て
老
齢
基
礎
年
金

受
給
額
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

▽�

対
象
者

　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
方

▽�

届
出
時
期

　
出
産
予
定
日
の
６
ヵ
月
前
か
ら

▽�

必
要
な
も
の

　

・
母
子
健
康
手
帳
（
出
産
前
に
届
出
す
る
場
合
）

・�

基
礎
年
金
番
号
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
わ

か
る
も
の

・�

出
生
証
明
書
等
の
出
産
日
や
親
子
関
係
が
確
認

で
き
る
も
の
（
子
ど
も
と
別
世
帯
の
方
の
み
）

▽�

問
合
せ
　
住
民
課
戸
籍
年
金
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
２
２
）

◇
会
社
を
退
職
し
た
場
合
、
健
康
保
険
の
手
続

き
は
２
通
り
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す
か
？

退
職
を
予
定
し
て
い
る
方
は
、
保
険
税
や
手
続

き
の
方
法
な
ど
お
気
軽
に
お
問
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
・�

勤
務
先
の
健
康
保
険
に
継
続
し
て
加
入

す
る
場
合
（
任
意
継
続
制
度
）
の
保
険

料
は
、
標
準
報
酬
月
額
（
給
料
額
）
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。
市
町
村
の
国
民

健
康
保
険
に
加
入
す
る
場
合
の
保
険
税

は
、
前
年
度
の
所
得
、
加
入
人
数
等
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

※�

退
職
後
す
ぐ
に
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
、
勤
め
て
い
た
期
間
の
所
得

が
保
険
税
に
反
映
さ
れ
る
た
め
、
任
意

継
続
制
度
を
利
用
し
た
方
が
少
な
い
負

担
で
済
む
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。

▽�

注
意
事
項

　
任
意
継
続
制
度
に
は
手
続
き

の
期
限
が
あ
り
ま
す
。（
全
国
健
康
保
険

協
会
の
場
合
は
退
職
後
20
日
以
内
）
期
限

を
過
ぎ
る
と
手
続
き
が
で
き
な
く
な
る
た

め
ご
注
意
下
さ
い
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
組
合
な
ど
任
意
継
続
制
度
の
な
い
健
康

保
険
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
は
勤
務
先

に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●�

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
り
離
職
さ
れ
た
方

は
国
民
健
康
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

・�

倒
産
や
解
雇
な
ど
に
よ
る
離
職
（
特
定

受
給
資
格
者
）
や
、
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
る
離
職
（
特
定
理
由
離
職
者
）
を
さ

れ
た
方
を
対
象
に
国
民
健
康
保
険
税
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
に
は

申
請
が
必
要
で
す
。

▽�

対
象
者
　
離
職
日
現
在
65
歳
未
満
で
、
離

職
の
翌
日
か
ら
次
の
失
業
給
付
を
受
け
る

方
で
、
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格
者
ま

た
は
特
定
理
由
離
職
者
（
雇
用
保
険
受
給

資
格
者
証
の
離
職
理
由
が
11
・
12
・
21
・

22
・
23
・
31
・
32
・
33
・
34
の
方
）

▽�

軽
減
額
　
国
民
健
康
保
険
税
は
前
年
度
の

所
得
な
ど
に
よ
り
算
定
さ
れ
ま
す
。
前
年
度

の
給
与
所
得
を
30
／
100
と
み
な
し
て
算
定
す

る
こ
と
に
よ
り
保
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▽�

軽
減
期
間

　
離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
で
す
。

▽�

必
要
な
も
の

　

　

・
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証

　

・
被
保
険
者
証

　

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）

　

・
届
出
人
の
本
人
確
認
書
類

▽�

問
合
せ

　
住
民
課
国
保
医
療
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
０
３
７
）

●
昭
和
37
年
度
か
ら
昭
和
53
年
度
生
ま
れ
の

男
性
の
皆
様
へ

◇
風
し
ん
の
流
行
は
、
妊
婦
さ
ん
や
生
ま
れ

て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
、
大
き
な
危
険

と
な
り
ま
す
。
風
し
ん
の
流
行
を
防
ぐ
た

め
、
ま
わ
り
の
大
切
な
女
性
の
た
め
に
、
公

的
な
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
男
性
を
対

象
に
、
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
を
お
送
り
し
ま
す
。
抗
体
検
査
を
受
け

て
、
抗
体
が
な
い
場
合
に
は
、
風
し
ん
の
予

防
接
種
を
早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。
詳
し
く

は
、
送
付
さ
れ
る
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）
（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）
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産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保

険
料
が
免
除
に
な
り
ま
す

ク
ー
ポ
ン
が
届
い
た
男
性
は
風

疹
の
抗
体
検
査
と
予
防
接
種
へ

健

康

保

険

の

任

意

継

続

制

度

を

ご

存

じ

で

す

か
？

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
い

る
ー
と
」
の
利
用
に
つ
い
て
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◇
町
で
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
ま
だ
肺

炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け
て
い
な
い
方
に
対

し
、
肺
炎
球
菌
感
染
症
の
予
防
接
種
を
実
施

し
ま
す
。
肺
炎
球
菌
に
感
染
す
る
と
、
気
管

支
炎
や
肺
炎
、
敗
血
症
な
ど
の
重
い
合
併
症

を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
機
会
に
接
種
さ
れ
ま
す
よ
う
お
知
ら
せ
い

た
し
ま
す
。

▽�

対
象
者

　
南
幌
町
の
住
民
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
し
、
か
つ
、
今
ま
で
に
一
度
も
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
た
こ
と
の
な
い
方

　

・�

４
月
２
日
か
ら
令
和
６
年
４
月
１
日
ま

で
に
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85

歳
、
90
歳
、
95
歳
、
100
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
る
方

　

・�

60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
あ
っ
て
、
一
定

の
心
臓
、
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
障
害
を
有
し
、
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
所
持
し
て
い
る
方

 

　

※�

対
象
者
に
は
４
月
に
郵
送
で
通
知
し
ま
す
。

▽�

接
種
期
間
　
４
月
１
日
（
土
）
～
令
和
６

年
３
月
30
日
（
土
）
ま
で

▽�

接
種
医
療
機
関

　

・
町
立
南
幌
病
院
（
３
７
８
～
２
１
１
１
）

　

・
み
ど
り
野
医
院
（
３
７
８
～
２
６
４
８
）

　

※�

事
前
に
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
直

接
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

接
種
費
用
　
４
千
円
（
自
己
負
担
）

　

※�

通
常
接
種
費
用
の
約
半
額
を
町
が
助
成
し

ま
す
。
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
方
で
町

内
の
医
療
機
関
で
接
種
さ
れ
る
場
合
に
は

更
に
国
保
か
ら
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

▽�

町
外
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
　

　

・��

事
前
に
依
頼
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
印
鑑
を
ご
用
意
の
う
え
、
あ
い

く
る
で
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
健
康
子
育
て
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）
（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
こ
こ
ろ
の
健
康
問
題
を
抱
え
る
本
人
や
家

族
に
対
し
て
、
精
神
科
医
に
よ
る
相
談
を
実

施
し
ま
す
。

●
岩
見
沢
保
健
所
に
よ
る
実
施

▽�

日
時

　
４
月
20
日
（
木
）
13
時
～
15
時

　

※�

予
約
制
の
た
め
、
前
日
12
時
ま
で
に
電

話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
先
・
問
合
せ

　
岩
見
沢
保
健
所
健
康

推
進
課
健
康
支
援
係
（
☎
０
１
２
６
～

２
０
～
０
１
２
２
）

●
あ
い
く
る
に
よ
る
実
施

▽�

日
時
　
４
月
17
日
（
月
）
10
時
～
11
時

　

※�

毎
月
の
実
施
日
は
、
広
報
な
ん
ぽ
ろ
情

報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
下
さ
い
。

▽�

場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
あ
い
く
る

　

※�

予
約
制
の
た
め
、
前
週
金
曜
日
ま
で
に

電
話
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

申
込
先
・
問
合
せ
　
保
健
福
祉
課
健
康

子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）（
☎

３
７
８
～
５
８
８
８
）

◇
お
米
や
米
粉
で
パ
ン
が
作
れ
る
「
ホ
ー
ム

ベ
ー
カ
リ
ー
」
と
米
粉
を
作
る
「
製
粉
機
」

を
町
民
の
方
へ
無
償
で
貸
出
い
た
し
ま
す
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又
は
産
業
振

興
課
農
政
グ
ル
ー
プ
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者

　
町
内
に
住
所
を
所
有
す
る
方
又

は
町
内
の
団
体
等

▽�

貸
出
期
間

　
原
則
２
週
間
以
内

▽�

貸
出
台
数

　

　

・
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
１
台

　

・
製
粉
機
１
台

　

※�

申
請
者
が
多
数
の
場
合
は
先
着
順
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽�

問
合
せ

　
産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

◇
新
入
学
（
園
）・
新
学
期
の
季
節
と
な
り

児
童
・
生
徒
の
通
学
が
始
ま
り
ま
す
。
児
童
・

生
徒
の
登
下
校
時
の
交
通
事
故
防
止
の
た

め
、
こ
の
運
動
期
間
中
に
地
域
の
皆
さ
ん
や

各
種
団
体
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

登
校
時
通
学
路
で
の
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

指
導
、
走
行
車
両
へ
の
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
の

呼
び
か
け
を
行
い
、
交
通
安
全
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
皆
さ
ま
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
登
下
校
時
街
頭
指
導
・
啓
発

▽�

実
施
期
間
　
４
月
６
日
（
木
）
～
14
日
（
金
）

ま
で
の
土
曜
・
日
曜
を
除
く
７
日
間

▽�

実
施
時
間
　
７
時
20
分
～
８
時
10
分
ま
で
（
夕

張
太
地
区
は
７
時
10
分
～
７
時
40
分
ま
で
）

▽�

実
施
場
所

　
通
学
路
主
要
交
差
点
10
箇
所

▽�

問
合
せ

　
南
幌
町
交
通
安
全
運
動
推
進
協

議
会
事
務
局
（
住
民
課
環
境
交
通
グ
ル
ー

プ
）（
☎
３
９
８
～
７
０
４
７
）

◇
４
月
20
日
か
ら
30
日
ま
で
の
期
間
、
春
の

火
災
予
防
運
動
が
全
道
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
の
強

い
日
が
多
く
な
り
ま
す
。
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
、
火
災
の
な
い
街
づ
く
り
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。
期
間
中
は
火
災
予
防
パ

レ
ー
ド
、
防
火
Ｐ
Ｒ
と
し
て
鉢
花
の
配
布
を

行
い
ま
す
。

▽�

配
布
日
時

　
４
月
29
日
（
土
）
９
時
30
分
か
ら

▽�

配
布
場
所
　
Ａ
コ
ー
プ
南
幌
店
駐
車
場

●
自
転
車
に
は
防
犯
登
録
と
ツ
ー
ロ
ッ
ク
を

◇
例
年
、
雪
解
け
を
迎
え
る
と
、
自
転
車
の

利
用
す
る
機
会
が
増
え
る
と
と
も
に
、
自
転

車
の
盗
難
被
害
が
増
加
し
ま
す
。

▽
大
切
な
自
転
車
を
盗
難
被
害
か
ら
守
る
た
め
に

　
・�

自
転
車
に
は
、
備
付
け
錠
の
ほ
か
、
丈

夫
な
Ｕ
字
型
錠
な
ど
で
「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
」
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新

入

学
（

園

）

期

の

交

通

安
全
運
動
が
始
ま
り
ま
す

ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
と
製
粉

機
を
無
償
で
貸
出
し
ま
す

肺
炎
球
菌
予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
高
齢
者
の
方
へ

こ

こ

ろ

の

健

康

相

談

春

の

火

災

予

防

運

動

の

実

施

に

つ

い

て

自

転

車

の

盗

難

防

止

と

防

犯

登

録

の

推

進
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を
し
て
盗
難
被
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▽
万
が
一
、
被
害
に
遭
っ
た
と
き
の
た
め
に

　
・
自
転
車
の
防
犯
登
録
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

・�

防
犯
登
録
を
す
る
と
、
防
犯
登
録
番
号

や
車
体
番
号
か
ら
持
ち
主
が
分
か
る

た
、
盗
難
被
害
遭
っ
た
場
合
で
も
、
早

期
の
被
害
回
復
が
し
や
す
く
な
り
す
。

　

・�

防
犯
登
録
の
手
続
は
、
自
転
車
の
販
売

店
で
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
盗
難
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

　

　

・�

わ
ず
か
な
時
間
の
駐
輪
で
も
ツ
ー
ロ
ッ
ク
！

　

・�

自
宅
や
駐
輪
場
で
も
油
断
せ
ず
に
ツ
ー

ロ
ッ
ク
！

　

・
防
犯
登
録
は
忘
れ
ず
に
！

◇
引
っ
越
し
の
際
の
破
損
・
紛
失
ト
ラ
ブ
ル

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽�

被
害
事
例

　
引
越
事
業
者
に
荷
造
り
を
任

せ
て
引
っ
越
し
を
し
た
際
、
有
名
作
家
が

作
っ
た
一
点
も
の
の
陶
器
の
縁
が
欠
け
て

し
ま
っ
た
。
引
越
事
業
者
は
責
任
を
認
め

て
弁
償
す
る
と
言
う
が
、
提
示
さ
れ
た
金

額
は
こ
ち
ら
の
申
告
よ
り
も
遥
か
に
少
な

い
。
事
前
に
貴
重
な
陶
器
作
品
と
は
申
告

し
て
い
な
か
っ
た
が
、
納
得
で
き
な
い
。

�

▽
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
　

　

・�

引
っ
越
し
の
契
約
に
は
、
国
が
定
め
た

標
準
引
越
運
送
約
款
か
国
土
交
通
大
臣

の
認
可
を
得
た
事
業
者
独
自
の
約
款
が

使
用
さ
れ
、
契
約
内
容
は
原
則
、
契
約

し
た
際
の
約
款
の
記
載
に
従
う
こ
と
と

な
り
ま
す
。
契
約
の
際
は
約
款
を
よ
く

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　
・�

引
っ
越
し
完
了
後
は
す
ぐ
に
荷
物
の
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
破

損
や
紛
失
に
よ
る
損
害
賠
償
が
受
け
ら

れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
購
入
時
の
価

格
が
必
ず
補
償
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い

こ
と
を
認
識
し
ま
し
ょ
う
。

▽�

相
談
窓
口

　
栗
山
町
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
栗
山
町
中
央
３
丁
目
３
１
１
）

▽�

問
合
せ

　
・
南
空
知
消
費
生
活
相
談
室
（
☎

０
１
２
３
～
７
２
～
３
５
８
１
）（
毎
週

月
、
木
曜
日
13
時
～
16
時
・
毎
月
第
２
、

第
４
水
曜
日
13
時
～
15
時
）
・
産
業
振
興

課
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～

７
２
０
１
）

▽�

開
設
日

　
毎
週
月
、
木
曜
日
13
時
～
16
時
・

毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日
13
時
～
15
時

◇
確
定
申
告
書
の
法
定
申
告
期
限
（
所
得

税
：
各
年
の
翌
年
３
月
15
日
、
消
費
税
：
各

年
の
翌
年
３
月
31
日
）
後
に
、
申
告
内
容
に

誤
り
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
場
合
は
、
次

の
方
法
に
よ
り
訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
申
告
す
る
こ
と
を
忘
れ
て
い
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
申
告
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

税
額
を
多
く
申
告
し
た
場
合

　
・�「
更
正
の
請
求
書
」
に
よ
り
、
正
し
い
税

額
へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
請
求
が
正
当
と
認
め
ら
れ
た
場
合
、

納
め
過
ぎ
た
税
金
が
還
付
さ
れ
ま
す
。

法
定
申
告
期
限
か
ら
５
年
以
内
に
所
轄

の
税
務
署
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

税
額
を
少
な
く
申
告
し
た
場
合

　
・�「
修
正
申
告
書
」
に
よ
り
、
正
し
い
税
額

に
修
正
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
税
務

署
長
か
ら
更
正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ

で
も
提
出
で
き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早

く
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
新
た
に
納
付

す
る
こ
と
と
な
っ
た
税
額
に
併
せ
、
納

付
ま
で
の
日
数
に
応
じ
た
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
く
申

告
・
納
付
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
修
正
の
内
容
に
よ
っ
て
は
、
加

算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽�

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
場
合

　

・�

申
告
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず

申
告
を
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
税
務
署
長

が
所
得
や
税
額
の
決
定
を
行
う
場
合
が

あ
り
ま
す
。
申
告
の
内
容
に
よ
り
、
加
算

税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
ほ
か
、
延

滞
税
を
併
せ
て
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽�

各
種
手
続
き
に
つ
い
て

　

・�

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
申
告
書
の

作
成
や
各
種
様
式
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が

で
き
ま
す
。
手
続
き
に
つ
い
て
不
明
な
点

に
つ
い
て
も
、
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◇
４
月
か
ら
税
金
や
各
種
料
金
を
納
付
す
る

際
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
利
用
で
き
る
ア
プ
リ

の
種
類
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。
今
ま
で
は
Ｐ
ａ
ｙ

Ｐ
ａ
ｙ
請
求
書
払
い
又
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｐ
ａ
ｙ
請

求
書
払
い
の
み
利
用
可
能
で
し
た
が
、
次
の
ア

プ
リ
が
追
加
で
利
用
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

・�

Ｊ-

Ｃ
ｏ
ｉ
ｎ
請
求
書
支
払
い

　

・
ｄ
払
い
、
請
求
書
支
払
い

　

・�

ａ
ｕ 

Ｐ
Ａ
Ｙ
請
求
書
支
払
い

　

・
支
払
秘
書

　

※�

各
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
設
定
す

る
だ
け
で
、
コ
ン
ビ
ニ
や
銀
行
に
出
向

か
な
く
て
も
、
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
だ
け
で
い
つ
で
も
ど
こ
で

も
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

◇
令
和
５
年
度
固
定
資
産
税
に
係
る
土
地
や

家
屋
の
評
価
額
が
記
載
さ
れ
た
課
税
台
帳
の

閲
覧
と
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
下
記
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録

さ
れ
た
事
項
の
確
認
及
び
、
自
己
資
産
と
他

の
土
地
・
家
屋
の
評
価
額
を
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
役
場

１
階
税
務
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
者
　
固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
、

ま
た
は
そ
の
代
理
人
▽�

必
要
な
も
の

▽�

対
必
要
な
も
の
　
身
分
証
明
書
、
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状

●
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

　
▽�

対
象
者
　
所
有
す
る
土
地
、
家
屋
、
償

却
資
産
の
評
価
額
や
税
額
が
記
載
さ
れ

た
課
税
台
帳
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▽�

期
間
　
４
月
３
日
（
月
）
か
ら

　

▽�
手
数
料
　
１
件
に
つ
き
400
円
（
５
月

３
１
日
（
水
）
ま
で
は
無
料
）

●
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
▽�

対
象
者

　
町
内
の
土
地
・
家
屋
の
評
価

額
等
が
記
載
さ
れ
た
縦
覧
簿

　

▽�

期
間

　
４
月
３
日
（
月
）
か
ら
５
月
31

日
（
水
）

　

▽�

手
数
料

　
無
料

　

▽�

問
合
せ

　
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ
（
☎

３
９
８
～
７
０
７
１
）

◇
南
幌
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
の
振
興
を

図
る
た
め
、
都
市
住
民
が
本
町
を
訪
れ
、
農
業
者

自
ら
が
取
組
む
農
作
業
体
験
や
加
工
体
験
等
の
交

流
活
動
に
対
し
て
、
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▽�

対
象
期
間

　
４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３

月
31
日
ま
で
に
実
施
す
る
活
動

▽�

事
業
対
象
者

　
グ
ル
ー
プ
を
含
む
町
内
の

農
業
者
及
び
生
産
法
人
等

▽�

補
助
金
　
次
の
合
算
額
（
上
限
５
万
円
）

　

①
事
業
割
り　

２
万
円
（
事
業
の
取
組
み
）

　

②
人
数
割
り　

千
円
（
参
加
一
人
当
た
り
）

▽�

問
合
せ
　
産
業
振
興
課
農
政
グ
ル
ー
プ

（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

◇
南
幌
町
立
地
適
正
化
計
画
策
定
に
伴
い
、
令

和
５
年
４
月
か
ら
都
市
再
生
特
別
措
置
法
に
基

づ
き
、
町
へ
事
前
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

届
出
制
度
は
、
町
が
居
住
誘
導
区
域
外
に
お
け

る
住
宅
開
発
等
や
都
市
機
能
誘
導
区
域
以
外
に

お
け
る
誘
導
施
設
整
備
の
動
き
を
把
握
す
る
た

め
の
も
の
で
す
。
対
象
は
誘
導
区
域
以
外
で
一

定
規
模
以
上
の
開
発
行
為
や
建
築
等
を
行
お
う

と
す
る
場
合
や
誘
導
施
設
の
建
築
行
為
等
を
行

お
う
と
す
る
場
合
と
な
り
ま
す
。

▽�

住
居
誘
導
区
域
外
に
お
け
る
届
出

　
・�

３
戸
以
上
の
住
宅
の
建
築
目
的
の
開
発

行
為
な
ど

　

・�

３
戸
以
上
の
住
宅
を
新
築
し
よ
う
と
す

る
場
合
な
ど

▽�
都
市
機
能
誘
導
区
域
外
に
お
け
る
届
出

　
・�
誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
の
建
築
目

的
の
開
発
行
為

　

・�

誘
導
施
設
を
有
す
る
建
築
物
を
新
築
し

よ
う
と
す
る
場
合
な
ど

▽�

問
合
せ

　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

◇
あ
い
く
る
と
夕
張
太
ふ
れ
あ
い
館
で
、
運

動
指
導
員
の
指
導
の
も
と
軽
体
操
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
運
動
不
足
解
消
の
た
め
に
も
是

非
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▽�

対
象
　
概
ね
65
歳
以
上
の
方

▽�

日
程
・
場
所
　

　

・�

あ
い
く
る　

毎
週
火
曜
日
・
金
曜
日
10

時
30
分
～
11
時
30
分

　

・�

夕
張
太
ふ
れ
あ
い
館　

毎
週
木
曜
日
10

時
～
11
時
30
分

　

※�

毎
月
の
日
程
は
広
報
な
ん
ぽ
ろ
情
報
カ

レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽�

持
ち
物
　
水
分
補
給
の
た
め
の
飲
み
物
、

運
動
靴

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
生
活
習
慣
病
の
改
善
や
介
護
予
防
を
目
的
に

『
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
』
を
実
施
し
ま
す
。

膝
や
腰
が
悪
く
て
陸
上
で
の
運
動
が
困
難
な
方

で
も
、
水
中
で
の
歩
行
や
ス
ト
レ
ッ
チ
は
比
較

的
容
易
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽�

対
象
　
概
ね
65
歳
以
上
の
町
民
の
方
※
循

環
器
系
疾
患
、
そ
の
他
疾
患
や
怪
我
の
あ

る
方
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽�

場
所
　
町
民
プ
ー
ル　

▽�

日
程
・
期
間
　
５
月
17
日
～
９
月
27
日
ま

で
の
水
曜
日
13
時
～
13
時
50
分
（
全
16
回
）

▽�

申
込
方
法

　
４
月
28
日
ま
で
に
あ
い
く
る

窓
口
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▽�

持
ち
物

　
水
着
、
水
泳
帽
、
バ
ス
タ
オ
ル
、

水
筒
な
ど

▽�

問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
高
齢
者
包
括
グ

ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）（
☎
３
７
８
～

５
８
８
８
）

◇
「
賭
け
な
い
・
吸
わ
な
い
・
飲
ま
な
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
通
じ

募

集
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シ
ニ
ア
向
け
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
教
室
の
お
知
ら
せ

グ

リ

ー

ン

ツ

ー

リ

ズ

ム

推

進

事

業

立

地

適

正

化

計

画

に

伴

う

届

出

制

度

に

つ

い

て

快

足

シ

ャ

キ

ッ

と

倶

楽

部

の

お

知

ら

せ

高

齢

者

い

き

い

き

健

康

マ
ー
ジ
ャ
ン
参
加
者
募
集
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て
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
や
認
知
症

予
防
、
そ
し
て
仲
間
づ
く
り
を
目
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

▽�

対
象
　
60
歳
以
上
で
町
民
の
方

▽�

場
所

　
あ
い
く
る

▽�

日
時

　
火
曜
日
13
時
～
16
時
（
不
定
期
の
た

め
、
広
報
な
ん
ぽ
ろ
情
報
カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご

確
認
く
だ
さ
い
）

●�

４
月
よ
り
初
心
者
向
け
・
高
齢
者
い
き
い
き
健

康
マ
ー
ジ
ャ
ン
参
加
者
も
同
時
募
集
し
ま
す
‼

　
・�

講
師
の
方
が
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
お
仲
間
を

誘
っ
て
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▽�

問
合
せ

　
南
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎

３
７
８
～
２
０
８
８
）

◇
家
庭
菜
園
を
通
じ
て
、
利
用
者
同
士
の
交

流
や
農
業
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
利
用
者
を
募
集

し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�

対
象
　
個
人
又
は
グ
ル
ー
プ
で
町
内
に
在

住
す
る
非
農
家
の
方

▽�

場
所
　
夕
張
太
稲
穂
団
地
内
（
稲
穂
１
丁

目
１
番
５
号
）

�

▽�

募
集
区
画
　
42
区
画
（
１
区
画
30
㎡
程
度
）

▽�

料
金
　
１
㎡
当
た
り
100
円

▽�

申
込
　
４
月
３
日
（
月
）
～
４
月
17
日
（
月
）

ま
で
（
印
鑑
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
）

▽�

申
込
先
・
問
合
せ
　
産
業
新
興
課
農
政
グ

ル
ー
プ
（
☎
３
９
８
～
７
１
５
１
）

▽�

町
営
栄
町
団
地
３
階
建

　
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
給
湯
設
備
有
）
…
１
戸

　
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
給
湯
設
備
有
）
…
１
戸

　
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
（
給
湯
設
備
無
）
…
５
戸

▽�

入
居
資
格

　
①
住
宅
に
お
困
り
の
方

　

②
低
所
得
者
の
方

　

③�

そ
の
他
、
所
得
制
限
等
入
居
条
件
が
あ

り
ま
す
の
で
詳
細
に
つ
い
て
は
担
当
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽�
入
居
申
込
受
付

　
４
月
３
日
（
月
）
～
10

日
（
月
）
８
時
30
分
～
17
時

▽�

入
居
可
能
日

　
５
月
中
旬

▽�

問
合
せ

　
都
市
整
備
課
都
市
施
設
グ
ル
ー

プ
（
☎
３
９
８
～
７
２
２
６
）

◇
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
務
の
会
計

年
度
任
用
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽�

募
集
職
種　

一
般
事
務
員
～
若
干
名
（
あ

い
く
る
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
で
の

事
務
）
※
特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

が
、
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
処
理
が
で
き
る
方

▽�

勤
務
期
間　

４
月
下
旬
～
令
和
６
年
３
月

31
日

▽�

受
付
期
間　

４
月
３
日
（
月
）
か
ら
４
月

14
日
（
金
）
ま
で

▽�

必
要
書
類

　

・�

役
場
総
務
課
及
び
保
健
福
祉
課
（
あ
い

　

・�

内
容　

自
衛
隊
の
仕
事
や
魅
力
、
待
遇
等

　

・�

時
期　

年
中
無
休
（
土
日
は
事
前
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。）

▽�

問
合
せ

　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部
恵

庭
地
域
事
務
所
（
恵
庭
市
住
吉
町
２
丁
目

３-

21
Ｈ
Ｔ
Ａ
ビ
ル
３
Ｆ
）（
☎
０
１
２
３

～
３
４
～
５
４
３
８
）（
受
付
時
間
９
時

～
17
時
）

▽�

試
験
資
格

　
高
等
学
校
入
学
資
格
を
有
す

る
者
で
、
令
和
５
年
５
月
19
日
ま
で
に
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た
者

　

※�

従
事
し
た
営
業
形
態
や
雇
用
状
況
に
よ

り
、
受
験
資
格
の
要
件
に
満
た
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▽�

受
験
願
書
受
付
期
間

　
５
月
８
日
（
月
）

～
５
月
19
日
（
金
）
ま
で

▽�

試
験
地

　
札
幌
市

▽�

試
験
日

　
８
月
29
日
（
火
）
13
時
30
分

～
16
時
ま
で

▽�

受
験
手
数
料

　
６
千
900
円
に
相
当
す
る
額

面
の
北
海
道
収
入
証
紙

▽�

問
合
せ

　
北
海
道
岩
見
沢
保
健
所
企
画
総

務
課
企
画
係
（
調
理
師
試
験
担
当
）
（
☎

０
１
２
６
～
２
０
～
０
１
１
６
）

く
る
内
）
に
設
置
さ
れ
て
い
る
会
計
年

度
任
用
職
員
申
込
兼
登
録
書

▽�

応
募
方
法　

会
計
年
度
任
用
職
員
申
込
兼

登
録
書
に
必
要
事
項
を
手
書
き
で
記
入
の

う
え
、
持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
は
簡
易
書
留
に
限
る

▽�

郵
送
先

　
〒
０
６
９-

０
２
３
５
空
知
郡

南
幌
町
中
央
３
丁
目
４
番
26
号
・
保
健
福

祉
課
健
康
子
育
て
グ
ル
ー
プ

▽�

任
用
者
の
選
考
・
決
定　

書
類
審
査
又
は

面
接
に
よ
り
選
考
し
、
後
日
選
考
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

▽�

受
付
窓
口
・
問
合
せ

　
保
健
福
祉
課
健
康

子
育
て
グ
ル
ー
プ
（
あ
い
く
る
内
）（
☎

３
７
８
～
５
８
８
８
）

●�

令
和
６
年
度
第
１
回
一
般
幹
部
候
補
生
採

用
試
験
（
予
定
）

▽�

受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
～
４
月
14

日
（
金
）
ま
で

▽�

試
験
日

　
４
月
22
日
（
土
）

▽�

年
　
齢

　
22
歳
以
上
26
歳
未
満

●�

令
和
６
年
度
第
１
回
一
般
曹
候
補
生
採
用

試
験
（
予
定
）

▽�
受
付
期
間

　
３
月
１
日
（
水
）
～
５
月
９

日
（
火
）
ま
で

▽�

試
験
日

　
５
月
19
日
（
金
）
～
５
月
21
日

（
日
）
い
ず
れ
か
１
日

▽�

年
　
齢

　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▽
自
衛
官
採
用
試
験
等
の
説
明

　
・
会
場　

自
衛
隊
恵
庭
地
域
事
務
所
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　第３７回全道中学生の税をテーマにしたポスター入賞　～南幌中学校１年生～

令
和
５
年
３
月
１
日
（
水
）　

　障がい者支援施設南幌めぐみ学園の利用者と職員が、今年も地域貢献事業の一環として高齢者世帯の除排雪

作業を行いました。今年の雪は固くて重く、軒先まで積もった雪が採光を妨げている住宅もありましたが、安

心して暮らせるよう玄関前や窓前、庭などを丁寧に除雪しトラックによる排雪を行いました。住人からはお礼

の言葉をいただき、作業を行った施設利用者も喜びを共有したようでした。

　道税の啓発事業の一環として、北海道では

次代を担う中学生の皆さんに、広く私たちの

暮らしの中で活かされている「税」について

関心を持ち、理解を深めてもらうことを目的

として、「税をテーマとしたポスター ｣ の募

集を行いました。本町からは南幌中学校の２

年生４名、１年生２名から全６作品の応募が

あり、審査の結果、全道 100 校、応募数 2,481

点の中から以下の１名の作品が選ばれ、空知

総合振興局課税課より賞状及び記念品が贈呈

されました。

令
和
５
年
２
月
９
日
（
木
）

　高齢者世帯の除排雪作業を行いました　～南幌めぐみ学園～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域貢献活動　

令
和
５
年
２
月
13
日
（
月
）　

　町内での地域貢献を目的としたボランティア活動により、町内の環境整備に多大な貢献をしていただ

きました。

【株式会社日栄建設】

　生涯学習センター駐車場内排雪

北海道知事賞入選　

　南幌中学校　１年 B組　古屋　彩空さん
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給食 pick up!給食 pick up!

　３月３日のひなまつりにデザートで「桃の花ゼ　３月３日のひなまつりにデザートで「桃の花ゼ

リー」がつきました。見た目が桃の花で、国産のリー」がつきました。見た目が桃の花で、国産の

桃果汁を使用したゼリーの中にはクラッシュゼ桃果汁を使用したゼリーの中にはクラッシュゼ

リーが含まれているため、見た目と食感が楽しめリーが含まれているため、見た目と食感が楽しめ

る、桃の節句をお祝いするデザートです。る、桃の節句をお祝いするデザートです。

●　みるくパン●　みるくパン

●　ジュリアンスープ●　ジュリアンスープ

●　チキンカツ●　チキンカツ

●　カラフルポテト●　カラフルポテト

●　桃の花ゼリー●　桃の花ゼリー

●　牛乳●　牛乳

３月の３月の
こんだてからこんだてから

第３回定例教育委員会　開催結果 ３月 17 日 (金)

◇令和５年度学校教職員人事異動について

◇いじめの重大事態に係る答申について

◇令和４年度一般会計補正予算（第９号）について

◇令和４年度南空知５町教育支援委員会判定結果について

◇令和５年度小中学校就学予定児童生徒数について

◇教育委員会教育長の任命について

◆南幌町学校給食運営委員会委員の委嘱について

◆南幌町教育委員会個人情報の保護に関する法律等 

　施行規則制定について

◆南幌町いじめ問題専門委員会委員の委嘱について

◆南幌町スポーツ推進委員の委嘱について

　報告及び提案し、承認されました。

回数券・シーズン券も販売 開 始回数券・シーズン券も販売 開 始

町民プール 　 ５月からシーズンイン ！町民プール 　 ５月からシーズンイン ！

日

他

問

５月２日（火）～ 10月 31日（火）　10～ 20時５月２日（火）～ 10月 31日（火）　10～ 20時

※休館日：毎月第１月曜日※休館日：毎月第１月曜日

天候や室温等の状況、水泳教室や学天候や室温等の状況、水泳教室や学
校の授業等で利用できない場合があ校の授業等で利用できない場合があ
りますので、事前にお問合せいただりますので、事前にお問合せいただ
くか予定表をご確認ください。くか予定表をご確認ください。

スポーツセンタースポーツセンター 予 定 表 は H P から予 定 表 は H P から

冬のウォ ーキング教室冬のウォ ーキング教室

　 1 1 月 か ら 実 施 し て い た「 冬 の ウ ォ ー キ ン グ　 1 1 月 か ら 実 施 し て い た「 冬 の ウ ォ ー キ ン グ

教室」は今年度の事業を終了しました。教室」は今年度の事業を終了しました。

　 日 頃 の 歩 く 姿 勢 や 凝 り 固 ま っ た 筋 肉 を ほ　 日 頃 の 歩 く 姿 勢 や 凝 り 固 ま っ た 筋 肉 を ほ

ぐ す ス ト レ ッ チ な ど を 行 な い 、 参 加 者 か らぐ す ス ト レ ッ チ な ど を 行 な い 、 参 加 者 か ら

は「 歩 く 姿 勢 を 矯 正 し て も ら っ た こ と で 腰 痛は「 歩 く 姿 勢 を 矯 正 し て も ら っ た こ と で 腰 痛

が 少 し 軽 減 さ れ ま し た 」 と の 声 が 上 が っ てが 少 し 軽 減 さ れ ま し た 」 と の 声 が 上 が っ て

いました。いました。

運 動 を楽しむことが出来 ま し た ！運 動 を楽しむことが出来 ま し た ！ 体 の 調 子 が 良 く な り ました！体 の 調 子 が 良 く な り ました！

歩いて健康を整えました！

歩いて健康を整えました！運動はできると楽しい

運動はできると楽しい

　 小 学 １ 年 生 か ら ４ 年 生 を 対 象 に 実 施 し て い　 小 学 １ 年 生 か ら ４ 年 生 を 対 象 に 実 施 し て い

た「 ジ ュ ニ ア ア ス リ ー ト ク ラ ブ 」 の 今 年 度 の 事た「 ジ ュ ニ ア ア ス リ ー ト ク ラ ブ 」 の 今 年 度 の 事

業が終 了しました。業が終 了しました。

　 子 ど も の 体 力・ 運 動 能 力 向 上 を 図 る た め 、　 子 ど も の 体 力・ 運 動 能 力 向 上 を 図 る た め 、

基 礎 的 な ス テ ッ プ や リ レ ー な ど の ゲ ー ム 性 の基 礎 的 な ス テ ッ プ や リ レ ー な ど の ゲ ー ム 性 の

あ る 運 動 を 通 し て 、 少 し ず つ 動 き の 良 く な るあ る 運 動 を 通 し て 、 少 し ず つ 動 き の 良 く な る

子ども たちの姿に「成長」を実感 し ま した。子ども たちの姿に「成長」を実感 し ま した。

ジュニ ア ア スリ ー トクラブジュニ ア ア スリ ー トクラブ

日

所

＝
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時
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　≪お問い合わせ≫

■生涯学習センターぽろろ　３７８－６６２０

■スポーツセンター　　　　３７８－３１９０

教育委員会主催事業は新型コロナの感染状況により、中止となる場合があります。
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　　 い く つ に な っ て も 心 豊 か な く ら し を 送 る た め 、 年 間 を 通 じ て 学 習 環 境 を 利 用 し 自 ら 行 動 す る 姿 勢 を 身い く つ に な っ て も 心 豊 か な く ら し を 送 る た め 、 年 間 を 通 じ て 学 習 環 境 を 利 用 し 自 ら 行 動 す る 姿 勢 を 身
につけ生活していくことを目的として「 南 幌町さわやかカレッジ」という名称の高齢者大学があります。につけ生活していくことを目的として「 南 幌町さわやかカレッジ」という名称の高齢者大学があります。
　 修 学 旅 行 や 社 会 見 学 、 健 康 の 維 持 や 教 養 と 趣 味 の 充 実 な ど 学 生 と 一 緒 に 様 々 な 学 び や 体 験 を し て み ま　 修 学 旅 行 や 社 会 見 学 、 健 康 の 維 持 や 教 養 と 趣 味 の 充 実 な ど 学 生 と 一 緒 に 様 々 な 学 び や 体 験 を し て み ま
せんか。新たな発見をしませんか。せんか。新たな発見をしませんか。

【入学資格】 町内在住の満６０歳以上 の 男 女【入学資格】 町内在住の満６０歳以上 の 男 女

【 修 学 年 限 】 本 科 ５ ヶ 年 、 大 学 院 ３ ヶ 年 、 研 究 科 ２ ヶ 年 と し 、 そ の 後 も 修 学 を 希 望 す る 者 は 、 定 員 に 支【 修 学 年 限 】 本 科 ５ ヶ 年 、 大 学 院 ３ ヶ 年 、 研 究 科 ２ ヶ 年 と し 、 そ の 後 も 修 学 を 希 望 す る 者 は 、 定 員 に 支

障のない限り、聴講生として在籍する こ と ができる。障のない限り、聴講生として在籍する こ と ができる。

【 自 治 会 活 動 】 自 治 会 は 、 学 生 全 員 が 加 入 し 、 自 主 活 動 の 促 進 を 図 る と 共 に 、 年 会 費 を 集 金 し 学 習 や 【 自 治 会 活 動 】 自 治 会 は 、 学 生 全 員 が 加 入 し 、 自 主 活 動 の 促 進 を 図 る と 共 に 、 年 会 費 を 集 金 し 学 習 や 

クラブ活動等の円滑的・積極的な運営 及 び 学生相互の親睦に努める。クラブ活動等の円滑的・積極的な運営 及 び 学生相互の親睦に努める。

高 校 生 以 上 対 象  社 会 教 育 事 業高 校 生 以 上 対 象  社 会 教 育 事 業

小 学 生 対 象  社 会 教 育 事 業小 学 生 対 象  社 会 教 育 事 業

“さ わ やかカレッジ”新入学生を募集“さ わ やかカレッジ”新入学生を募集

日

所

　 放 課 後 の 子 ど も の 居 場 所 づ く り　 放 課 後 の 子 ど も の 居 場 所 づ く り
を 目 的 に 様 々 な 体 験 活 動 を 通 し てを 目 的 に 様 々 な 体 験 活 動 を 通 し て

“あそびの達人”を目指す事業です。“あそびの達人”を目指す事業です。

あそびの達人教室あそびの達人教室

５月～２月まで 放課後～ 16: 3 0５月～２月まで 放課後～ 16: 3 0

南幌小学校南幌小学校

小学１～６年生小学１～６年生対

　 基 礎 体 力 や 運 動 能 力 の 向 上 を 図　 基 礎 体 力 や 運 動 能 力 の 向 上 を 図
り 、 ト ッ プ ア ス リ ー ト を 夢 見 る り 、 ト ッ プ ア ス リ ー ト を 夢 見 る 
子どもを応援する事業です。子どもを応援する事業です。

ジュニアジュニア
アスリートクラブアスリートクラブ

日

所

５月～３月まで 16 : 0 0～ 17 : 0 0５月～３月まで 16 : 0 0～ 17 : 0 0

スポーツセンタースポーツセンター

小学１～４年生小学１～４年生対

　 個 人 の レ ベ ル に 合 わ せ て 、 指 導　 個 人 の レ ベ ル に 合 わ せ て 、 指 導
を 行 な い 、 み ん な が 上 手 に 泳 げ るを 行 な い 、 み ん な が 上 手 に 泳 げ る
ようになることを目指す事業です。ようになることを目指す事業です。

スイミングスクールスイミングスクール

『低学年・高学年』『低学年・高学年』

５月～６月まで 1 6 : 0 0～ 1 7 : 0 0５月～６月まで 1 6 : 0 0～ 1 7 : 0 0

町民プール町民プール

小学１～４年生小学１～４年生

日

所

対

スイミングスクールスイミングスクール
『一般』『一般』

　 水 中 で の 運 動 は 膝 や 腰 へ の 負 担　 水 中 で の 運 動 は 膝 や 腰 へ の 負 担
が 少 な い こ と か ら 、 運 動 を 始 め るが 少 な い こ と か ら 、 運 動 を 始 め る
方 に 最 適 で す 。 個 人 の レ ベ ル に 合方 に 最 適 で す 。 個 人 の レ ベ ル に 合
わせて、指導を行ないます。わせて、指導を行ないます。

５月～７月まで 1 6 : 0 0～ 1 7 : 0 0５月～７月まで 1 6 : 0 0～ 1 7 : 0 0

町民プール町民プール

高校生以上高校生以上

日

所

対

　 健 康 運 動 指 導 士 に 優 し く 教 え て　 健 康 運 動 指 導 士 に 優 し く 教 え て
も ら い な が ら 、 日 頃 の 運 動 不 足 解も ら い な が ら 、 日 頃 の 運 動 不 足 解
消など健康づくりをする事業消など健康づくりをする事業

フィットネス教室フィットネス教室

チューブトレ orヨガ　（月）14:00～チューブトレ orヨガ　（月）14:00～

エアロ＆ストレッチ　（月）19:20～エアロ＆ストレッチ　（月）19:20～

ソフトエアロ　　　　（水）10:00～ソフトエアロ　　　　（水）10:00～

ふるさと南幌みらい塾ふるさと南幌みらい塾

　新しいことにチャレンジや知　新しいことにチャレンジや知
識の幅を広げたいなど新しい生識の幅を広げたいなど新しい生
きがい探しをお手伝いします。きがい探しをお手伝いします。

日 不定期開催　 不定期開催　 

※広報等でお知らせします。※広報等でお知らせします。

ぽろろぽろろ問

※詳細及び応募申込については小学校を通してチラシを配布します。※詳細及び応募申込については小学校を通してチラシを配布します。

春 か ら 始 め る 社 会 教 育 事 業 紹 介春 か ら 始 め る 社 会 教 育 事 業 紹 介
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どの少年団に入ろうか お困りのみなさまへどの少年団に入ろうか お困りのみなさまへ

スポーツ少 年団フェスティバルスポーツ少 年団フェスティバル
　全 スポーツ少年団が集まり、 体 験 会を開催します。スポーツ少年団への加入を考えている　全 スポーツ少年団が集まり、 体 験 会を開催します。スポーツ少年団への加入を考えている
子や 自分に向いているスポーツ に 悩 んでいる子などは会場に来て、体験してみよう！子や 自分に向いているスポーツ に 悩 んでいる子などは会場に来て、体験してみよう！

　　４ 月 1 5 日（ 土）　体験会： 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0（受付 9： 4 5 ～）４ 月 1 5 日（ 土）　体験会： 1 0 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0（受付 9： 4 5 ～）

　スポー ツ セ ンター・改善センター（受付はスポーツセンター）　スポー ツ セ ンター・改善センター（受付はスポーツセンター）

　小学生・ 就 学前の幼児　　　　上靴、動きやすい服装　小学生・ 就 学前の幼児　　　　上靴、動きやすい服装

　無料　 　 　 　事前の申込みは必要ありません　無料　 　 　 　事前の申込みは必要ありません

　スポー ツ 少 年団本部　 T E L： 3 7 8 - 3 1 9 0（スポーツセンター）　スポー ツ 少 年団本部　 T E L： 3 7 8 - 3 1 9 0（スポーツセンター）
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一緒に全国を目指そ う一緒に全国を目指そ う

バレーボール少 年団バレーボール少 年団
日 々の練習が心身を鍛 え る日 々の練習が心身を鍛 え る

　火・ 水・ 金　火・ 水・ 金

　スポー ツ セ ンター　　小・中学生　スポー ツ セ ンター　　小・中学生

　 0 9 0 - 8 7 0 5 - 4 8 8 6（近江）　 0 9 0 - 8 7 0 5 - 4 8 8 6（近江）

0 9 0 - 6 8 7 3 - 9 1 2 0（竹居田）0 9 0 - 6 8 7 3 - 9 1 2 0（竹居田）

小中 一 貫指 導 。男女問わず入団可能です。小中 一 貫指 導 。男女問わず入団可能です。

バドミン トン少年団バドミン トン少年団
活動を通じて、人間力や社会性を育もう！活動を通じて、人間力や社会性を育もう！

　火・水・木　火・水・木

　火－南幌小学校 o r ぽろろ　火－南幌小学校 o r ぽろろ

　水・木－スポーツセンター　水・木－スポーツセンター

　小学生　　 0 9 0 - 9 7 5 8 - 3 1 6 2（富木）　小学生　　 0 9 0 - 9 7 5 8 - 3 1 6 2（富木）

【明るく・楽しく・元気よ く】【明るく・楽しく・元気よ く】

目標をしっかり持って活動しています。目標をしっかり持って活動しています。

剣道少年団剣道少年団
「心・技・体」「自立心」の 達 成「心・技・体」「自立心」の 達 成

　火曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 8 : 3 0　火曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 8 : 3 0

　金曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0　金曜日 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

　スポー ツ センター　　小・中学生　スポー ツ センター　　小・中学生

　 0 8 0 - 6 0 7 5 - 1 7 2 9（金本）　 0 8 0 - 6 0 7 5 - 1 7 2 9（金本）

小中一貫 指 導 。男女問わず入団可能です。小中一貫 指 導 。男女問わず入団可能です。

空手少年団空手少年団
個性を生かし、楽しく心と 体 を育む個性を生かし、楽しく心と 体 を育む

　火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0　火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 8 0 - 5 5 8 7 - 3 0 1 7（神埜）　 0 8 0 - 5 5 8 7 - 3 0 1 7（神埜）

【礼に始まり、礼に終わる】【礼に始まり、礼に終わる】

小中一貫指導。男女問わず入団 可能です。小中一貫指導。男女問わず入団 可能です。

サッカー少年団サッカー少年団
サッ カ ー は 人間を練り、人間を作るサッ カ ー は 人間を練り、人間を作る

　 月・木・ 金 　 1 6 : 3 0 ～ 1 8 : 3 0　 月・木・ 金 　 1 6 : 3 0 ～ 1 8 : 3 0

　 南 幌小 学 校グラウンド　　小学生　 南 幌小 学 校グラウンド　　小学生

　 0 9 0 - 3 8 9 3 - 9 8 7 3（竹山）　 0 9 0 - 3 8 9 3 - 9 8 7 3（竹山）

男 女 問わず入団可能です。男 女 問わず入団可能です。

柔道クラブ柔道クラブ
武 士 道 精 神 で 人 間 力を育成武 士 道 精 神 で 人 間 力を育成

　小学生－火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0　小学生－火・木　 1 8 : 3 0 ～ 2 0 : 3 0

　中学生－火～金　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0　中学生－火～金　 1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 3 0

　スポーツセンター　　小・中学生　スポーツセンター　　小・中学生

　 0 9 0 - 7 0 3 9 - 4 7 4 7（浅野）　 0 9 0 - 7 0 3 9 - 4 7 4 7（浅野）

　 0 9 0 - 5 7 0 5 - 2 3 7 6（小野島）　 0 9 0 - 5 7 0 5 - 2 3 7 6（小野島）

小中一貫指導。男女問わず入団 可能です。小中一貫指導。男女問わず入団 可能です。

野球少年団野球少年団
挨 拶・ 努力・感謝から人間力を育もう挨 拶・ 努力・感謝から人間力を育もう

　 火 ～金  1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0　 火 ～金  1 7 : 0 0 ～ 1 9 : 0 0

　 土・日 　  9 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0　 土・日 　  9 : 0 0 ～ 1 2 : 0 0

　 ぽ ろろ 野 球場　　　小学生　 ぽ ろろ 野 球場　　　小学生

　 0 9 0 - 8 9 0 3 - 0 1 0 8（岩本）　 0 9 0 - 8 9 0 3 - 0 1 0 8（岩本）

　 0 9 0 - 8 2 7 2 - 3 7 7 7（三浦）　 0 9 0 - 8 2 7 2 - 3 7 7 7（三浦）

見学は随時受 付中です。男女問わず入団 可 能 で す 。見学は随時受 付中です。男女問わず入団 可 能 で す 。

ミニバスケッ トボール少年団ミニバスケッ トボール少年団
あきらめたら、そこで試合終 了 で す よ …あきらめたら、そこで試合終 了 で す よ …

　月・水  1 6 : 4 5 ～ 2 0 : 0 0　月・水  1 6 : 4 5 ～ 2 0 : 0 0

　　　金  1 6 : 4 5 ～ 1 9 : 0 0　　　金  1 6 : 4 5 ～ 1 9 : 0 0

　南幌小学校　　　小学生　南幌小学校　　　小学生

　 0 9 0 - 2 8 7 6 - 9 4 8 8（佐藤）　 0 9 0 - 2 8 7 6 - 9 4 8 8（佐藤）

体験入団・見学は随時受付 中です。体験入団・見学は随時受付 中です。

【 走 る・ 投 げ る・ 飛 ぶ 】 バ ラ ン ス の と れ た スポーツです。【 走 る・ 投 げ る・ 飛 ぶ 】 バ ラ ン ス の と れ た スポーツです。

団 員 募 集団 員 募 集

日

所

問

対

日

所

問対

日

所

問

対

日

所

問

対

日
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問

対

日

所

問

対

日
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問

対

日

所

問

対

※見学や入団希望の方は各少年団へ直接お問合せく ださい。※見学や入団希望の方は各少年団へ直接お問合せく ださい。
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児児童図書童図書
■■うそつきがいっぱいうそつきがいっぱい
４月１日はエイプリルフールで、 ４月１日はエイプリルフールで、 

嘘をテーマにした本。嘘をテーマにした本。

■パンがすき！■パンがすき！
４月 12 日はパンの記念日で、
読み物やレシピ本があります。

掃除特集
　４月22日は「清掃デー」です。

清掃の新しい裏ワザや時短テクなど

の本も紹介しています。

特特 集集 展展 示示

■■新生活を楽しもう！ 新生活を楽しもう！ 
ひとり暮らしや入園・入学のひとり暮らしや入園・入学の
準備本など。準備本など。

■手帳＆ノート活用術 ■手帳＆ノート活用術 
付箋を使った活用法や情報管理など。付箋を使った活用法や情報管理など。

開館時間：10 時～ 17 時　※火・金は 20 時　※月：休館日

返却：閉館時はブックポスト /夕張太ふれあい館でもできます。

本の検索・予約　https://opac-nanporo.lib-wa.net/web_opac/

本の検索・予約本の検索・予約

他にも多くの図書があります。他にも多くの図書があります。今月のオススメ図書今月のオススメ図書

おばあちゃんは猫でテー
ブルを拭きながら言った

金井 真紀/著
【岩波書店】

おばあちゃんが猫で
テーブルを拭く？
ヒョウのしっぽをつ
かむ？マオリ語、バ
スク語、ズールー語
など、世界36言語の
ことわざをイラスト
とともに紹介。

そうだったのか！ 
国の名前由来ずかん

西村 まさゆき/著 
辻原 康夫/監修 
タラ ジロウ/絵
【ほるぷ出版】

日本と世界の国名の由
来について知りたい。
絵地図には由来だけを
示したもの、国の名前
を示したものを収録。
由来の解説も国旗と共
に掲載。

一
般

一
般

一
般

一
般

おもみいたします
あさの あつこ/著

【徳間書店】
申し込めば半年待ち。
お梅のもみ治療は大評
判だ。そこに一刻の
猶予もない患者が現れ
た。頭風に苦しむお清
を揉み始めると、お清
の身体に潜む「淀み」
を感じて…。

五つ星無料レストラン
坂根 修/著

【22世紀アート】
四国の山間地にある旧
御在所村。ある日、村
の無料レストランに風
変わりな若い男女が来
て…。限界集落直前の
村に挑む中年高の情熱
と奇想天外な発想を描
く。

一
般

一
般

未来につながる！ 
ロボットの技術
日本ロボット学会/監修

【誠文堂新光社】
ロボットのなりたちか
ら、身の回りで活躍す
るロボットとその技術
まで、豊富なビジュア
ルで解説。

一
般

一
般

まっぷる大河ドラマ 
どうする家康

【昭文社】
ＮＨＫ大河ドラマは
徳川家康がテーマ。 
「どうする家康」の紹
介の他に、家康ゆかり
の地、岡崎、浜松、静
岡、京都、日光をガイ
ドする。

児
童

児
童

児
童

児
童

あずきのあんちゃん 
ずんちゃん 
きんちゃん

植垣 歩子/絵
とみなが まい/文
【誠文堂新光社】

あずきの３きょうだい
には将来の夢がありま
した。「あまいあんこに
なる」「ずうたいでかい
だいず」「きらくにきま
まにすごす」。そんな３
兄弟にからすに飲み込
まれ…

児
童

児
童

　イベントを通じて絵本の楽しさや読書の大切さを伝え　イベントを通じて絵本の楽しさや読書の大切さを伝え

ている「南幌町読み聞かせサークル」の活動を紹介し、ている「南幌町読み聞かせサークル」の活動を紹介し、

読み聞かせの楽しさを感じてもらうために、サークルの読み聞かせの楽しさを感じてもらうために、サークルの

皆さんが手作りした人形やエプロンなどを展示します。皆さんが手作りした人形やエプロンなどを展示します。

　実際に手に取って、お子さんと読み聞かせできるキャ　実際に手に取って、お子さんと読み聞かせできるキャ

ラクターも置いてありますので、ぜひご家族でお越しくラクターも置いてありますので、ぜひご家族でお越しく

ださい。ださい。

４月１日（土）～５月 3 1 日（水）４月１日（土）～５月 3 1 日（水）

ぽろろ１階ロビーぽろろ１階ロビー

読み聞かせサークルの活動に興味のある読み聞かせサークルの活動に興味のある
方、参加してみたい方は図書室職員まで方、参加してみたい方は図書室職員まで
お尋ねください。お尋ねください。

他

所

日

読 み 聞 か せ サ ー ク ル の読 み 聞 か せ サ ー ク ル の
手 づ く り 作 品 た ち手 づ く り 作 品 た ち
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第 46 回  芸能発表会第 46 回  芸能発表会
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催
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３
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５
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７

組

の

一

般

町

民

７

組

の
1212

組

が

出

演

し

、

民

謡

や

ダ

ン

ス

、

組

が

出

演

し

、

民

謡

や

ダ

ン

ス

、

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
演
奏
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

ま

た

、

プ

ロ

グ

ラ

ム

の

中

盤

で

プ

ロ

の

三

味

線

奏
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は
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て
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ジ

で
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役 役場　ぽ ぽろろ　ス スポーツセンター　プ 町民プール　改 改善センター　あ あいくる

ビ ビューロー　ふ 夕張太ふれあい館　球 町営球場　み みどり野幼稚園　小 南幌小学校

中 南幌中学校　高 南幌高等学校　養 南幌養護学校　支 子育て支援センター

新型コロナウイルスの影響によ

り、事業の延期・中止される場

合があります。詳細情報は、町

ＨＰでお知らせしています。

金　FRI 土　SAT

ぽろろ図書室夜間開館

31

７

14

21

28

１

８

15

22

29

　

建国記念の日

　

　

　

　

　

　

　昭和の日昭和の日

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

　

　

　

　

　

いちい保育園卒園式□支
親子で作ろう！万華鏡作り

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

定例教育委員会□ぽ
15:30～ ■問教育委員会

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

無料法律相談会□あ
13:00～16:00■問社協

◆健診・検診・予防接種 等

◆弁護士による無料法律相談会　※要予約

日　時：28日（金）13時～16時（１回30分程度）

場　所：あいくる

問合せ：南幌町社会福祉協議会

その他：長沼町…7日、由仁町…14日、栗山町…21日

◆ひだまりサロン

・6日（木） 13時～15時　ミニ脳トレ・からだ健康体操

・20日（木） 10時～12時　ぬり絵

参 加 料：100円

問 合 せ：南幌町社会福祉協議会

内　容 日　程 場　所

４・７・10ヵ月児健診
1歳６ヶ月・３歳児健診・歯科
検診
２歳・２歳６ヶ月児歯科検診
４・５歳児健康相談
※対象者には個別通知

25日（火）
９時～11時30分

あいくる

各種予防接種
※前週木曜日までに要予約

毎週月・木曜日
14時～16時

町立南幌病院

◆お問い合わせ先

◆新入学（園）期の交通安全運動

期　間：6日（木）～14日（金）　※詳細は45Ｐをご覧ください

問合せ：住民課環境交通グループ

総務課　総務グループ ☎３７８～２１２１(代表)

総務課　財務グループ ☎３９８～７０１２

まちづくり課　企画情報グループ ☎３９８～７０１９

まちづくり課　地域振興グループ ☎３９８～７０２１

住民課　戸籍年金グループ ☎３９８～７０２２

住民課　国保医療グループ ☎３９８～７０３７

住民課　環境交通グループ ☎３９８～７０４７

税務課　課税グループ ☎３９８～７０７１

税務課　収納対策グループ ☎３９８～７１２０

産業振興課　農政グループ ☎３９８～７１５１

産業振興課　商工観光グループ ☎３９８～７２０１

都市整備課　土木グループ ☎３９８～７２１４

都市整備課　都市施設グループ ☎３９８～７２２６

出納室 ☎３９８～７２２８

議会事務局 ☎３９８～７２５０

農業委員会 ☎３９８～７２５８

教育委員会（ぽろろ内） ☎３７８～６６２０

スポーツセンター ☎３７８～３１９０

改善センター ☎３７８～２００１

保健福祉課（あいくる内） ☎３７８～５８８８

夕張太ふれあい館 ☎３７８～１８５５

ビューロー ☎３７８～７０１０

町立南幌病院 ☎３７８～２１１１

南幌町社会福祉協議会（あいくる内） ☎３７８～２０８８

南空知消防組合南幌支署 ☎３７８～２６１９

長幌上水道企業団 ☎０１２３～８２～５７００

役
　
場

ふわふわランド□支
お絵描き遊び

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ふわふわランド□支
ママのリフレッシュタイム

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

介護者サロン□あ
13:00～15:00■問保健福祉課
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なんぽろ情報カレンダー
日　SUN 月　MON 火　TUE 水　WED 木　THU

26

２

９

16

23/30

27

３

10

17

24

28

４

11

18

25

29

５

12

19

26

30

６

13

20

27

４月
2023 APR

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

勤労感謝の日

　

文化の日

　

　

天皇誕生日

　

　

　

　

　

　

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

ヨガ&ストレッチ□ス
14:00～14:45■問スポセン

　

子育て支援センター
（南幌いちい保育園）

☎ 378～2734

【予約不要】

月曜日～金曜日
① 8 :30～11:30
②15:30～17:30

※カレンダー記載の
　活動については、
　10:00～11:30です

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ふわふわランド□支
大型ブロック遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

赤ちゃんサロン□支
おしゃべりタイム

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

行政相談□あ
9:00～12:00■問企画情報

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

ぽろろ図書室夜間開館

ぽろろ図書室夜間開館

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
粘土遊び

ふわふわランド□支
サーキット遊び

赤ちゃんサロン□支
コーナー遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

チューブストレッチ□ス
14:00～14:45 ■問スポセン

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

ソフトエアロ＆ストレッチ□ス
10:00～11:10■問スポセン

赤ちゃんサロン□支
運動遊び

ふわふわランド□支
支援室で好きな遊び

ふわふわランド□支
こどもの日

赤ちゃんサロン□支
こどもの日

こころの健康相談□あ
10:00～11:00■問保健福祉課

高齢者いきいき健康マージャン□あ
13:00～16:00■問社協

エアロ&ストレッチ□ス
19:20～20:30■問スポセン

快足シャキッと倶楽部□あ
10:30～11:30■問保健福祉課

ヨガ運動 □ス
14:00～14:45■問スポセン

南幌小学校　入学式
■問南幌小学校

南幌中学校　入学式
■問南幌中学校

ふわふわランド□支
親子で作ろう！万華鏡作り

新入学(園)期の交通安全運動

14日まで■問住民課

ひだまりサロン□あ
13:00～15:00■問社協

ひだまりサロン□あ
10:00～12:00■問社協

快足シャキッと倶楽部□ふ
10:30～11:30■問保健福祉課

56２０２３ . ４ NANPORO57 ２０２３ ．４NANPORO

56-57ｐ.indd   5756-57ｐ.indd   57 2023/03/24   11:18:502023/03/24   11:18:50



防災無線戸別受信機の

設置はお済みですか？

　町では災害時における緊急情報の共有、情報

伝達の向上を目指して町内全戸へ配

布しています。未設置の方や、転入

されて、新たに設置される方は下記

までご連絡ください。

問合せ　まちづくり課企画情報

　　　　グループ (☎３９８～７０１９）

南幌町ホームページ　　　https://www.town.nanporo.hokkaido.jp

南幌町 Facebook ページ　 https://www.facebook.com/nanporotown

南幌町Ｅメールアドレス　nanporo@town.nanporo.hokkaido.jp

発行　南幌町 /編集　まちづくり課企画情報Ｇ /印刷　（株）総北海

〒 069-0292　空知郡南幌町栄町３丁目２番１号　☎ 011-378-2121広報なんぽろ
令和５年 4月号
（通巻 725 号）

広 告
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